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“HAIKAIJURON BENHISHO”
 – a Commentary on  “HAIKAIJURON” 2

Yasuyuki Nakamori
Eri Nagata

Abstract
　“HAIKAIJURON,” written by Shiko, who is known as a controversialist among 
Bashoʼs disciples, made a great contribution to the propagation of “Shofu Haikai” in 
the Edo period. Shiko and his disciples had been giving lectures on “HAIKAIJURON” 
all over Japan throughout that period in order to teach ordinary people Haikai.
　However, “HAIKAIJURON” had been too difficult for us to understand and explicate 
for readers today. Moreover, we had only two explications of “HAIKAIJURON”—both 
published in Edo period （“JURONIBENSHO” and “JURONHATSUMO”）—from which 
to work with. Although we tried to explicate “HAIKAIJURON ”, there had been too few 
sources related to “Mino-ha”（Shikoʼs group）, thus far.
　In this paper, we are going to introduce and reprint the book called “HAIKAIJURON 
BENHISHO”. It is a transcript of a lecture on “HAIKAIJURON”. After analyzing this 
text, we found that all annotations were very close to Shikoʼs original theory. As a 
result,  we concluded that this work is ver y impor tant in understanding 
“HAIKAIJURON” and the actual situation surrounding Shikoʼs lectures. In other 
words, it might be consider another “JURONIBENSHO”. We are convinced that 
“HAIKAIJURON BENHISHO” has been of great use in understanding “HAIKAIJURON” 
easily.
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今
抄
』
に
考
よ
。」 ��

○
公
私
の
二
字　

執
筆
の
心
得
、
公
は
表
向
、
私
は
内
証
、
執
筆
の
本
文
に
て
明

ら
か
也
。

　

音
ン
の
急
緩　

清
少
納
言
が
『
枕
草
帋
』、
是
を
「
枕
の
草
紙
」
と
よ
む
習
也
。

牡
丹
を
「
ぼ
う
た
ん
」
と
よ
め
り
。
是
も
詞
を
ゆ
る
め
た
る
也
。
ち
ゞ
め
た

る
は
『
大
和
物
語
』
に
茶
盆
を
「
ち
や
ぼ
」
と
い
へ
る
類
也
。

○
道
徳
の　

道
の
論
、
徳
の
論
に
よ
く
「
実
」
を
ほ
ど
く
事
を
工
夫
し
て
、
法
式

の
論
に
「
虚
」
を
補
ふ
事
を
工
夫
し
て
見
よ
。
我
家
の
一
道
は
三
聖
の
如
く

な
ら
ん
と
な
り
。

○
竊ヒ

ソ
カに

老
ニ〈
ル
ビ
・
朱
〉

彭　
「
虚
実
の
虚
」
に
居
る
所
。

○
春
秋
ノ
〈
朱
〉嘆

息
モ
〈
朱
〉楞

迦
ノ
〈
朱
〉密

法
モ
〈
朱
〉

　

孔
子
の
褒
貶
も
達
磨
二
祖
に
伝
ふ
る
所
も
、

ひ
と
へ
に
子
供
を
」 ウ
親
の
き
び
し
く
呵
る
が
如
く
、
本
心
の
「
実
」
に
至
ら

し
め
ん
為
な
り
。

○
万
古
不
易　

我
家
の
俗
談
平
話
を
さ
し
て
い
ふ
。

○
変
化　

有
虚
居
実
、
有
実
虚
居
也
。

○
数
寄
と
不
数
寄
と〈
朱
〉は　

孔
子
の
弟
子
さ
へ
十
人
は
十
人
に
心
が
違
ふ
也
。
さ
れ

ば
『
十
論
』
の
大
意
を
考
え
、
俳
諧
の
大
法
を
ひ
ら
き
、
天
下
の
「
人
和
」

に
遊
べ
と
な
り
。
天
理
は
道
理
の
極
ら
ぬ
処
有
。
人
理
は
道
理
の
極
め
尽
し

た
処
に
あ
り
。
心
は
も
と
「
虚
」
な
る
も
の
と
悟
り
て
、
今
日
の
附
合
に
は

じ
つ
と
五
倫
の
法
を
行
ふ
、
是
五
倫
を
使
ふ
也
。
そ
れ
を
「
心
は
虚
也
」
と

ば
か
り
思
ふ
て
そ
の
通
り
に
す
れ
ば
、
則
狂
乱
人
也
。
克
」 ��
己
復
礼
、
是
我

家
の
第
一
也
。」 ウ

（
注
�
）「
也
」
に
朱
で
「
や
」
と
上
書
。
さ
ら
に
右
に
「
や
」
と
添
書
し
て
あ
る
。

（
注
�
）
本
文
「
の
大
極
」、朱
で
「
の
」
に
ミ
セ
ケ
チ
で
「
ハ
」
と
訂
正
、「
大
極
」

に
ル
ビ
「
タ
イ
キ
ョ
ク
」。「
の
一
気
」
は
朱
。

（
注
�
）「

」
の
「
ヒ
」
の
上
に
朱
で
「
弓
」
と
上
書
。

※
（
下
）
で
は
漢
字
一
字
の
繰
り
返
し
に
は
「
々
」
を
用
い
た
。

（
訂
正
）

　
（
一
）
十
頁
上
段
最
終
行　

若
→
君

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
及
び
翻
刻
を
ご
許
可
頂
い
た
国
立
大
学
法
人
九
州
大
学
附

属
図
書
館
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
ご
許
可
頂
い
た
大
垣
市
立
図
書
館
、
岐
阜
県

図
書
館
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
資
料
閲
覧
に
際
し
お
世
話
に
な
っ

た
野
呂
鎮
子
氏
、
ご
教
示
頂
い
た
長
瀬
と
も
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
C
）「
支
考
俳
論
と
美
濃
派
伝
書

の
俳
諧
史
的
展
開
の
解
明
」（
課
題
番
号����0���

）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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○
発
句
の
余
情　

是
は
脇
の
韻
字
の
事
也
。
よ
く
〳
〵
考
ふ
べ
し
。

○
匂
ひ
の
花　

ほ
句
の
道
理
を
花
に
匂
は
す
也
。「
匂
は
す
」
と
て
こ
と
ば
に
顕

は
す
に
あ
ら
ず
。
心
に
含
匂
は
す
也
。
そ
の
日
の
」 ��
挨
拶
か
又
は
奉
納
な
れ

ば
、
奉
納
其
日
其
言会〈
ミ
セ
ケ
チ
〉

の
匂
ひ
也
。

○
一
句
一
直　

出
る
所
の
句
、
一
度
は
直
す
べ
し
。
二
度
と
は
直
さ
ず
、
作
者
に

返
す
な
り
。

○
出
合
遠
近　

句
遠
な
る
人
に
付
さ
す
事
な
り
。
さ
も
な
き
と
き
は
早
く
出
た
る

を
付
さ
す
る
な
り
。

○
関
雎
に〈
朱
〉哀
楽
の
頌　

口
伝
な
り
。
畢
竟
、「
風
諫
」
の
た
と
へ
な
り
。

○
平
話
の
内
の
風
雅　

常
の
言
葉
に
風
雅
を
ま
じ
ゆ
る
な
り
。」 ウ

　

伝
曰

○
理
事
の
二　

本
文
の
道
理
を
見
よ
。「
何
の
為
」
と
理
を
分
け
、
新
ら
し
き
も

の
と
事
を
わ
け
て
い
へ
り
と
也
。

○
五
条
の
心
得　

宗
匠　

判
者　

執
筆　

亭
主　

連
座

○
日
夜
のに〈
ミ
セ
ケ
チ
〉

変
ず　

跡
を
と
め
ざ
れ
と
い
ふ
処
で
其
理
を
も
つ
。
此
理
を
さ
ば

く
故
に
。

○
江
戸
に
て
会

　
　
　
　

宵
闇
は
あ
ら
ぶ
る
神
の
宮
遷
し

　
　
　
　
　

北
よ
り
萩
の
風
そ
よ
ぎ
た
つ

　
　

前
句
の
「
宵
闇
」
を
う
け
、
伊
勢
威
霊
を
も
た
せ
、「
北
よ
り
萩
」
と
」 ��
余

情
を
ふ
く
め
、
二
句
に
て
月
を
も
た
せ
た
り
。
又
「
月
」
の
字
な
く
て
は
と

て

　
　
　
　

八
月
は
旅
お
も
し
ろ
き
小
ふ
く
め
ん

　
　

と
三
句
目
に
月
並
の
月
を
出
し
て

れ
し
。
夫
を
近
年
「
宵
闇
」
を
「
月
」

と
こ
ゝ
ろ
へ
作
る
も
の
、大
き
な
る
不
調
法
な
り
。
此
格
を
よ
く
味
へ
。「
宵

闇
」
は
僲
宮
の
時
節
を
も
た
せ
、「
月
」
と
仕
立
た
り
。
猶
更
匂
は
せ
た
り
。

二
句
に
て
月
を
も
た
せ
「
八
月
」
と
「
月
」
の
字
を
断
り
た
り
。
又
月
秋
の

時
、
月
は
三
句
目
よ
り
先
へ
延
ば
さ
ぬ
も
の
也
。
無
據
時
は
こ
ぼ
れ
月
と
い

ふ
も
の
有
れ
ど
も
、
夫
は
法
有
。
ほ
句
、
脇
、
第
三
、
秋
が
つ
ゞ
き
て
月
な

き
時
は
、
七
句
め
に
他
の
季
の
月
を
し
て
、
裏
の
月
を
略
す
る
な
り
。」 ウ

　

星為
弁

月〈
ル
ビ
・
朱
〉
夜　
「
ほ
し
月
夜
」
と
い
ふ
も
の
は
秋
季
に
な
つ
て
月
に
な
ら
ず
。
星

月
夜
の
句
が
出
た
ら
ば
、
七
句
目
の
月
は
花
、
他
の
季
の
月
を
す
べ
し
。　

極
伝
授
。

               　
　
　
　
　
　

イ      　

   

イ

○
ウ
フ
ノ
通　

口
伝　

ヒ
ロ
ウ　
　

セ
ハ
ウ　
　
　

イ
キ
シ
ク
ニ
通

               　
　
　
　
　
　

ク      　

   

ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ

○
フ
ヒ
ヘ
通　
　

ヲ
モ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ウ

○
イ
キ
シ
ク　
　

ア
ツ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ク

○
カ
キ
ク
は　
　

竪　

音
通
と
い
ゝ

○
イ
キ
シ
チ
は　

横　

連
声
と
い
ふ

○
仮
名
は　

口
伝　

其
場
の
よ
き
様
に
書
也
。
そ
の
中
に
古
実
の
か
な
、「
う
ぐ

い
す
」
を
「
う
ぐ
ひ
す
」
と
書
、
此
類
の
も
の
大
分
有
。
五
六
ヶ
条
は
『
古



美
濃
派
道
統
系
の
『
俳
諧
十
論
』
講
義
録―

『
俳
諧
十
論
弁
秘
抄
』（
下
）

十
九

― �0 ―

も
、
我
家
に
は
よ
く
そ
の
好
悪
親
疎
を
は
な
る
ゝ
を
第
一
と
す
。

○
長
点
の
法　

趣
向
の
勝
れ
た
る
に
あ
り
。」 ウ

○
圏
点
の
格　

句
作
の
平
等
な
る
物
に
有
。

○
秀
逸
の
印　

中
で
至
極
附
方
の
是
か
非
か
危
う
い
処
に
あ
り
。
畢
竟
判
者
の
心

得
が
平
等
心
を
本
と
し
て
一
軸
に
む
か
ふ
時
、
其
一
軸
を
前
よ
り
奥
ま
で
読ヨ
ミ

て
見
て
、「
是
が
よ
い
」「
是
は
わ
る
い
」
と
、
は
や
「
好
悪
」
が
生
ず
る
也
。

其
生
ず
る
好
悪
の
句
を
捨
て
、何
と
も
思
は
ざ
る
句
を
吟
味
し
て
、次
に「
好
」

と
お
も
ひ
、「
悪
」
と
お
も
ふ
句
を
か
ん
で
見
れ
ば
、
前
の
「
好
悪
」
が
は

ら
り
と
と
け
て
見
ゆ
る
也
。
秘
蔵
の
事
也
。
応
変
論
の
荒
増
な
り
。

○
一
道
の
点　

本
文
に
て
埒
明
。

○
附
合
の
運
び　

さ
ら
〳
〵
と
し
た
る
句
な
れ
ど
も
、
三
句
の
は
こ
び
よ
く
は
」 �0

○
其
癖
に　
「
こ
う
し
た
事
は
得
手
じ
や
」
と
人
に
い
は
る
ゝ
所
、是
一
箇
に
凝
っ

た
と
言
も
の
也
。
万
方
に
弥ミ

倫リ
ン

す
る
人
と
は
い
は
れ
ず
。
故
に
そ
の
得
手
を

お
し
退
て
点
を
せ
ね
ば
、
必
其
好
む
処
に
行
よ
つ
て
、
後
は
そ
の
連
中
斗
が

て
ん
し
て
た
わ
い
が
な
く
な
る
な
り
。

○
と
い
へ
ば
か
く　

善
言
を
い
ゝ
て
も
と
か
く
い
ろ
〳
〵
非
書
し
て
、
好
む
所
に

落
す
な
り
。

○
自
己
の
眼　

こ
う
し
た
合
点
の
い
た
も
の
に
は
俳
か
い
の
地
を
伝
ふ
べ
し
と
な

り
。

○
姿
は
別
な
り　

連
歌
のハ〈
ミ
セ
ケ
チ
〉

情
を
以
て
作
る
。
俳
か
ゐ
は
姿
を
以
て
作
る
故
に
、

言
葉
は
た
と
へ
連
歌
の
こ
と
ば
た
り
と
も
。」 ウ

○
雅
言
の
ぬ
め
り　

や
さ
し
い
言
の
や
う
に
し
て
、
い
や
な
言
葉
が
あ
る
。「
そ

も
じ
殿
」「
あ
む
ら
」
な
ど
ゝ
い
ふ
類
也
。

○
俗
語
の
い
や
み　

詞
が
俗
中
の
俗
語
な
り
。又
心
の
ぬ
め
り
と
い
ふ
も
の
あ
り
。

「
古
池
や
蛙
飛
び
こ
む
」、
是
を
「
山
吹
や
」
と
傍
つ
た
る
所
也
。
雅
言
の
ぬ

め
り
、
俗
語
の
い
や
み
は
大
か
た
み
ゆ
る
也
。
心
の
雅
の
ぬ
め
り
は
み
へ
に

く
き
物
な
り
。
又

　
　
　
　

麦
粉
喰
ふ
そ
ば
に
ぐ
び
つ
く
鸚
鵡
哉

　
　

是
心
の
俗
の
い
や
み
な
り
。

○
十
国
十
色　

国
々
の
風
義
な
り
。

　
　
　
　

小
枯カ
ラ

木キ

に
お
も
へ
ば
伊
賀
の
庭
竃　
　

涼
菟

　
　
　
　

金
く
る
ゝ
小
町
が
手
よ
り
花
の
は
る　

其
角
」 ��

　
　
　
　

蓬
莱
に
き
か
ば
や
伊
勢
の
初
だ
よ
り　
　

翁

　
　
『
為
弁
』
に
委
し
。

○
仮
名
と
真
名
と
の　
「
野
飼
の
牛
」
に
「
尻
馬
」、
打
越
に
も
許
す
な
り
。
む
か

し
は
言
に
か
ゝ
り
作
る
ゆ
へ
、嫌
う
た
け
れ
ど
も
、「
野
飼
の
牛
」
は
姿
に
て
、

「
尻
馬
」
は
馬
の
姿
は
な
き
也
。
外
是
に
習
へ
。
或
は
体
用
を
見
わ
け
、
同

じ
手
尓
波
、同
じ
留
り
の
語
路
の
出
来
ぬ
や
う
に
す
る
が
執
筆
の
心
得
。「
松

風
」
に
「
風
呂
敷
」
は
構
は
ぬ
な
が
ら
、「
ふ
ろ
し
き
」
と
書
が
よ
し
。

○
竊
に
其
事　

宗
匠
に
よ
り
て
、
一
座
の
老
人
か
貴
人
か
人
に
よ
り
て
差
合
を
ゆ

る
し
度
お
も
へ
ど
も
、
声
高
く
い
ふ
時
は
脇
に
対
し
て
ゆ
る
す
事
叶
は
ぬ
故

に
、
低
く
宗
匠
に
窺
ふ
と
き
は
公
私
の
さ
か
い
に
あ
や
ま
ち
な
き
也
。」 ウ

○
指
合
去
嫌　

と
い
ふ
も
の
は
あ
な
が
ち
四
季
を
以
て
立
た
る
に
非
ら
ず
。
一
巻

の
変
化
を
知
ら
し
む
る
也
。

○
さ
て
一
順　

本
式
に
一
順
の
出
来
る
迄
は
宗
匠
は
別
座
に
居
る
。一
順
済
て
後
、

文
台
脇
に
出
る
も
の
也
。
式
の
訳
は
聞
書
に
あ
り
。

○
奈
良
茶
三
石　

是
俗　
『
論
語
』
精シ

ラ
ケ、
是

〈
ル
ビ
・
朱
〉雅
な
り
。

○
茶
人
の
時
分　

茶
人
の
喰
ふ
時
分
よ
り
は
、
俳
諧
の
食
事
は
大
事
の
物
な
り
。
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等
の
前
句
に
か
ゝ
る
一
句
立
ぬ
句
を
難
ず
べ
し
。
趣
向
の
わ
る
き
は
戻
す
べ

し
。
句
作
の
あ
し
き
は
直
す
べ
し
。

○
利
屈
の
つ
ま
る
句
を
い
は
ゞ

　
　
　
　
　

さ
ら
り
と
晴
る
炉
路
の
む
ら
雨

  　
　
　

宿
札
に
仮
名
付
し
た
る
医
者
な
れ
や　
　

其
角

　
　

「
い
し
や
な
れ
や
」
と
つ
め
た
る
故
、
理
屈
に
て
先
が
生
ぜ
ぬ
也
。
是
を
翁

の
直
し
に
」 ウ

　
　
　
　

宿
札
に
か
な
付
し
た
る
と
は
れ
顔

　
　

と
な
さ
れ
た
。
是
故
に
句
が
理
屈
に
せ
ま
ら
ず
、
先
が
出
る
な
り
。

　
　

『
為
弁
』ニ　

風
雅
実
情
う
す
し　
　
　
　
　
　
　

杉
風
・
去
来

　
　
　
　
　
　
　
　

滑
稽
の
談
笑
に
遊
ぶ　
　
　
　
　
　

丈
艸

　
　
　
　
　
　
　
　

こ
な
し
を
好
む　
　
　
　
　
　
　
　

正
秀
・
曲
翠

　
　
　
　
　
　
　
　

な
ぐ
り
を
覚
へ　
　
　
　
　
　
　
　

許
六

　
　
　
　
　
　
　
　

民
間
の
俗
談
を

ふ　
　
　
　
　
　

東
花
坊

　
　

前
に
い
ふ
四
頭
の
衆
は
其
一
理
を
得
て
其
二
を
知
ら
ず
。
孔
子
の
四
哲
の
ご

と
し
。　
　
　

民
間
の
俗
談
を

ふ
は
俳
諧
の
地
を
よ
く
調
え
、「
虚
」
に

し
て
「
実
」、「
実
」
に
し
て
「
虚
」
を

、
只
学
ぶ
べ
く
は
此
所
也
。

○
四
折
の
変
化　

所
々
に
変
化
し
て
同
じ
や
う
に
変
化
せ
ぬ
や
う
に
考
べ
し
と

也
。
初
折
は
「
地
」、二
三
の
折
よ
り
「
半
地
」 ��
半
曲
」、名
残
の
表
よ
り
「
曲

節
」
の
尽
し
所
也
。

○
宗
匠
よ
り
直
す　

人
に
好
悪
を
つ
け
ず
、
ひ
い
き
を
せ
ぬ
や
う
に
し
て

○
一
座
の
　
『
古
今
抄
』
な
ど
に
も
段
に
出
た
り
。
第
一
体
用
と
い
ふ
物
を
能

わ
け
て
、
其
上
趣
向
と
句
作
を
わ
け
見
る
べ
き
也
。
趣
向
に
は
体
有
っ
て
、

句
作
に
は
用
ば
か
り
な
り
と
い
ふ
も
の
を
心
得
べ
き
也
。
付
ら
れ
ぬ
も
の
は

打
越
を
嫌
、
付
ら
る
ゝ
も
の
は
二
句
去
也
。
よ
く
考
み
る
べ
し
。
体
用
の
わ

か
ち
有
、
付
け
ら
れ
ぬ
物
と
い
わ
ゝ
、「
煙
草
盆
」
に
「
灰
吹
」
の
類
な
り
。

様
々
口
伝
。

○
月
花
の
　

二
季
の
「
彼
岸
」「
養
父
入
」「
出
代
」
の
類
、
昔
し
は
「
後
」
と

い
ふ
字
が
入
ら
ね
ば
な
ら
ざ
り
し
を
、
今
は
秋
に
付
れ
ば
」 ウ
秋
に
な
り
、
春

に
附
れ
ば
春
に
成
る
也
。
此
類
『
古
今
抄
』
に
も
委
細
出
る
。
一
理
万
通
す

べ
し
。

○
例
の
一
節　

威
儀
の
心
と
見
る
べ
し
。
大
事
の
詞
、
道
の
為
に
解
も
あ
り
。
扨

又
人
に
聞
か
せ
て
誉
ら
れ
ふ
と
て
と
く
も
の
も
あ
り
。
さ
て
我
家
の
一
門
建

立
の
一
節
な
ら
ば
、
俗
談
平
話
を
よ
く

て
、
心
に
会ヱ

得
し
て
言
語
に
わ
た

つ
て
い
は
ゞ

　
　
　
　

富
士
を
い
ざ
山
の
端
に
せ
ん
け
ふ
の
月

　
　

と
一
節
を
傍
が
立
た
り
。
し
か
し
他
流
の
節
と
は
違
、
良
夜
の
月
に
望
ん
で

此
名
月
に
対
す
る
嶺
は
何
国
ぞ
と
あ
ま
ね
く
見
て
、
三
国
に
対
す
る
は
不
二

な
ら
で
は
と
「
節
」
を
立
た
り
。

　
　
　
　

十
夜
と
は
先
づ
釈
教
に
恋
無
常
」 ��

　
　
　
　
　

只
一
句
に
て
伯
父
も
閉
口

　
　
「
唯
一
句
」
と
い
ふ
処
、
我
家
の
「
節
」
な
り
。
前
句
は
連
と
も
俳
と
も
知

れ
ず
、
寺
詣
に
女
も
参
れ
ば
老
人
も
参
る
と
、
た
ゞ
さ
ら
〳
〵
と
し
た
る
句

に
、
附
句
の
伯
父
も
と
か
く
恋
な
ど
こ
の
む
序
な
が
ら
と
身
立
た
り
。「
唯

一
句
」
と
い
ふ
「
句
」
の
字
に
心
を
附
て
見
よ
。「
釈
教
恋
無
常
」
と
い
ふ

言
便
に
「
一
句
」
と
付
た
る
所
、
心
の
「
節
」
な
り
。
か
様
の
句
は
こ
と
の

外
附
け
に
く
し
。
下
手
す
れ
ば
前
句
の
噂
に
な
る
な
り
。

○
判
者　

世
間
に
い
ふ
点
者
也
。
我
家
に
て
は
判
者
と
い
ふ
。
三
十
二
法
あ
れ
ど
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法
式
論

○
法
式　
　

口
伝
別
記
有
。

　
　
　
「
連
歌
新
式
」
の
起
源
よ
り
、「
貞
享
式
」
に
至
。
宗
鑑
、
守
武
、
貞
徳
ま

で
は
式
は
な
か
り
し
と
ぞ
。」 ウ

○
其
理
は
古
も　

い
に
し
へ
の
俳
か
い
は
、
詞
先
斗
ゆ
へ
に
心
に
お
も
ひ
入
ら
ざ

り
し
ゆ
へ
、
或
は
つ
ま
り
、
あ
る
ひ
は
延
た
る
所
あ
り
。
詞
先
に

故
、
法

式
に
狭
め
ら
れ
、
難
義
を
す
る
人
多
し
。

○
発
句
切
字　

古
の
連
歌
の
宗
匠
達
、
初
心
の
為
に
十
八
の
き
れ
字
を
拵
て
、
切

字
の
遣
ひ
様
を
知
ら
ぬ
人
の
為
に
立
た
る
を
、
近
来
は
古
流
に
も
他
流
に
も

是
を
宗
匠
も
取
用
る
也
と
ぞ
。「
ど
ふ
し
た
故
に
『
や
』
の
じ
を
遣
ふ
ぞ
」

と
口
合
せ
ず
、
古
の
定
め
に
し
て
居
る
也
。
我
家
に
は
、
字
と
い
ふ
は
法
の

名
に
し
て
切
レ
也
。
口
伝　

発
句
の
き
れ
字
と
い
ふ
よ
り
、
何
の
故
ま
で
口

で
ん
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○

　
　
　
　

さ
く
ら
ち
る
木
下
風
は
寒
か
ら
で

　
　
　
　
　

空
に
し
ら
れ
ぬ
雪
ぞ
ふ
り
け
る

   　
　

   

○

　
　
　
　

四
方
か
ら
花
咲
入
て
鳰
の
う
み
」 ��

　
　

言
葉
の
艶
た
る
所
に
て
切
る
也
。

○
心
を
か
へ
さ
ね
ば　

其
事
理
を
差
別
す
る
所
、「
心
の
切
」
也
。
一
大
事
の
事
、

万
事
表
斗
を
習
へ
ど
も
、
其
義
を
か
へ
さ
ね
ば
、
役
に
立
ぬ
也
。
学
て
思
は

ざ
る
時
は
暗
し
。
言
中
の
意
と
い
ふ
事
を
知
る
が
大
事
也
。
其
是
を
是
と
思

へ
ど
も
、
行
は
れ
ぬ
と
き
が
あ
り
。
又
我
は
お
も
へ
ど
も
人
の
あ
し
く
い
ふ

あ
り
。
是
を
動
か
へ
て
心
を
か
へ
し
て
、
よ
く
物
の
「
始
終
」
を
了
簡
し
て

「
始
終
」
を
合
す
所
を
い
ふ
。
我
心
と
人
の
心
と
和
合
す
る
所
を
さ
し
て
、

返
心
の
工
夫
と
い
ふ
也
。

○
俳
諧
は
平
話　

何
の
為
ぞ
。
俗
談
平
話
を

て
「
人
和
」
を
あ
つ
か
ふ
為
に
立

た
る
と
い
ふ
事
を
し
ら
ず
。

　
　

    　
　
　
　

  

○

　
　
　
　

天為弁
永
し
地
は
門
松
の
御
代
の
春
」 ウ

　
　

是
は
露
川
が
句
也
。「
天
永
し
地
は
門
松
の
稲
荷
山
」
と
い
ふ
句
を
替
て
出

さ
れ
た
り
。
十
八
の
切
字
と
言
事
、古
式
の
法
に
て
他
流
に
専
ら
用
る
処
也
。

我
家
の
教
は
心
の
切
字
を
用
る
な
り
。
先
師
、『
露
川
責
』
と
い
ふ
書
を
露

川
に
送
ら
れ
し
時
、「「
天
永
く
地
は
」
と
め
さ
れ
よ
」
と
異
見
な
ど
有
。「
地

は
」
と
抱
た
る
所
に
切
字
有
。

　
　
　
　

桐
の
木
に
う
づ
ら
鳴
く
な
る
塀
の
内          　
　

  

○

　
　
「
桐
の
木
や
」
と
す
れ
ば
桐
の
木
の
ほ
句
な
り
。「
桐
の
木
に
」、是
に
て
「
に

ま
は
し
」
と
て
切
字
に
な
る
也
。「
桐
木
に
」
と
い
ふ
た
所
で
う
づ
ら
の
句

に
成
る
也
。
猶
此
句
に
難
問
有
。「『
も
み
の
木
』
と
も
『
松
の
木
』
と
も
い

ふ
べ
し
」
と
。
さ
に
あ
ら
ず
。「
桐
の
木
」
と
い
ふ
も
の
で
鶉
の
句
也
。
田

家
の
様
が
あ
る
也
。「
樅
の
木
」
等
に
て
は
と
か
く
律
院
・
禅
林
ど
も
の
場

な
り
。
是
を
以
て
ほ
句
の
心
が
け
料
簡
有
べ
き
と
也
。
そ
こ
が
姿
也
。」 ��

○
宗
匠
の
法　

口
伝
別
記
。　

○
第
一
は
附
心
の
道
理
か　

そ
の
座
の
頭
た
る
人
は
、
理
に
せ
ま
る
句
は
先
へ
通

ら
ぬ
も
の
故
、
能
々
道
理
・
理
屈
を
考
え
よ
と
な
り
。
前
句
の
外
の
趣
向
を

出
し
て
内
の
情
を
結
ぶ
な
ら
ば
、
ほ
め
よ
と
也
。
前
句
の
外
の
し
ゆ
か
う
と

を
と
り
て
噂
の
句
に
な
ら
ば
、
難
ず
べ
し
と
也
。「
古
き
玄
蕃
の
名
を
伝
へ
」



十
六

― �� ―

      　
　
　
　

    

情

　
　
　
　
　

秋
風
ぞ
吹
く
し
ら
川
の
関 

　
　
　

又       　
　

 　
姿 

　
　
　
　

都
に
は
ま
だ
青
葉
に
て
見
し
か
ど
も

                　
　
　
　
　
　

 

姿

　
　
　
　
　

紅
葉
ち
り
し
く
白
川
の
関 

頼
政　

　
　

能
因
の
歌
は
姿
を
後
に
せ
る
也
。
情
の
歌
也
。
頼
政
の
歌
は
色
立
の
句
、
是

を
「
等
類
の
歌
」
と
皆
人
い
へ
り
。
け
れ
ど
も
姿
情
が
分
つ
て
二
つ
な
り
。

大
き
に
違
ふ
故
、
定
家
卿
「
等
類
に
あ
ら
ず
」
と
て
、
撰
集
に
も
入
給
ふ
也
。

　
　
　
　

ち
く
ま
川
春
行
水
は
清
み
に
け
り

　
　
　
　
　

き
へ
て
幾
日
の
嶺
の
し
ら
雪

　
　
　
　

水
清
し
消
て
幾
日
の
は
る
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
是
は
連
歌
の
発
句
也
。」 ウ

　
　

今
川
了
俊
『
落
書
露
顕
』
と
言
書
に
「
等
類
也
」
と
難
じ
た
れ
ど
も
、
歌
は

唯
そ
の
情
を
の
べ
給
ふ
に
、
発
句
は
「
水
青
し
」
と
見
る
や
ら
体
の
姿
を
ば

づ
し
り
と
出
し
た
れ
ば
、
等
類
に
非
ざ
る
也
。

　

情
は
う
づ
む
。

○
古
事
古
語
を
と
る　

口
伝
別
記
に
有
。
古
事
古
語
を
用
に
し
て
と
る
也
。
同
じ

古
事
に
て
も
普
く
人
の
知
っ
て
居
る
と
、
又
人
の
知
ら
ぬ
狭
ひ
古
事
あ
り
。

広
い
故
事
は
夫
を
い
れ
て
仕
立
て
も
大
事
な
い
。
せ
ま
い
古
事
は
其
事
を
入

ね
ど
も
聞
ゆ
る
や
う
に
せ
ぬ
ば
な
ら
ぬ
也
。
古
詩
・
古
歌
も
同
じ
事
也
。
言

葉
を
と
ら
ば
情
を
と
る
な
。
情
を
と
ら
ば
詞
を
と
る
事
な
か
れ
。
情
、
詞
と

も
に
と
ら
ば
盗
人
也
。
た
と
へ
ば
」 ��

　
　
　
　

夕
さ
れ
ば
野
辺
の
秋
風
身
に
し
み
て
う
づ
ら
啼
な
る
深
草
の
さ
と

　
　
　
　

桐
の
木
に
鶉
な
く
な
る
堀
の
内

　
　

或
人
の
曰
、「
是
は
杉
の
木
に
て
同
じ
事
也
」
と
い
へ
り
。
杉
の
木
か
草
に

す
る
時
は
別
歌
の
心
な
り
。「
桐
の
木
」
と
い
ふ
の
で
田
荘
の
模
様
は
つ
き

り
と
自
句
に
な
る
な
り
。
詞
を
と
る
と
い
ふ
、
是
也
。
た
と
へ
ば
桜
の
歌
な

ら
ば
、
紅
葉
か
雪
に
と
り
て
仕
立
る
が
意
地
也
。
能
可
考
。

○
隔
句　

句
を
へ
だ
ゝ
て
心
の
対
す
る
。

○
錯
綜　

ま
は
つ
て
こ
ゝ
ろ
の
対
す
る
。

○
双
関　

彼
と
是
と
を
取
結
ん
で
、
一
つ
の
道
理
で
ふ
た
つ
を
と
り
む
す
ぶ
。
た

と
へ
ば
」 ウ

　
　
　
　

か
ら
鮭
も
空
也
の
痩
も
寒
の
内

○
倒
装　

上
に
そ
れ
と
い
は
ず
し
て
、
下
に
道
理
を
顕
は
す
も
の
也
。
た
と
へ
ば

　
　
　
　

秋
の
夜
や
山
鳥
の
尾
に
是
の
人

○
第
一
の
発
句
に
は　

別
に
委
し
。

○
怨
の
一
字　
『
論
語
』
の

は
朱
氏
の
注
と
先
師
の
心
と
が
違
ふ
。『
為
弁
』
に

委
し
。

○
蟋
蟀
の
法　

つ
ま
る
所
が
「
蟋
蟀
墻
下
に
入
る
」
と
い
ふ
事
を
、
七
、八
月
よ

り
段
々
書
立
る
や
う
な
る
も
の

　
　
　
　

高
砂
の
尾
上
の
鹿
の
鳴
ぬ
日
も

　
　
　
　
　

つ
も
り
は
て
た
る
松
の
し
ら
雪

　
　

一
字
の
事
に
序
を
永
ふ
付
い
ふ
を
、「
蟋
蟀
の
法
」
と
い
ふ
。」 ��
道
理
を
永
ふ

い
ゝ
つ
ゞ
け
て
、
一
つ
に
つ
む
る
所
を
い
ふ
。

○
虚
実
の
二
論
は　

心
法
に
あ
り
。

○
理
論　

遊
び
の
一
字
に
眼
を
つ
け
て
、「
虚
実
の
変
」
を
知
る
時
は
、
理
は
第

二
義
に
な
る
な
り
。
然
れ
ば
賊
後
の
弓
な
り
。

能
因
」 ��
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○
例
に
無
分
別　

是
は
平
常
「
附
合
は
ど
う
」、「
姿
情
は
ど
う
」
と
学
び
置
た
事

ゆ
へ
分
別
の
座
に
居
て
、
扨
そ
の
場
に
向
ふ
時
は
。

○
初
念
の
趣
向　

初
念
に
案
じ
附
た
る
趣
向
が
納
ら
ず
ば
、
二
句
作
し
て
捨
る
が

よ
い
。
と
ん
と
捨
て
、
外
の
し
ゆ
か
う
に
仕
か
ゆ
れ
ば
、
前
の
も
能
な
る
也
。

胸
中
に
言
も
の
は
、
変
化
せ
ね
ば
詰
る
も
の
な
り
。」 ��

○
爰
の
変
化　

日
比
学
び
置
た
道
理
を
と
ん
と
打
忘
れ
て
、
無
念
無
相
に
な
る
が

変
化
な
り
。
○
発
句
道
理
に
軽
重
あ
り
。　

○
畢
竟
、
名
人
の
ほ
句
に
て
も

上
手
の
発
句
に
て
も
一
理
が
な
け
れ
ば
発
句
に
な
ら
ぬ
也
。
そ
の
理
の
穏
か

な
る
と
強
ひ
と
の
事
也
。
名
人
の
ほ
句
は
お
だ
や
か
に
し
て
、
上
手
の
発
句

は
理
の
強
き
な
り
。
作
に
作
が
重
る
ゆ
へ
な
り
。

○
彀ヤ
ゴ
ロを（
注
３
）は
や
く
は　

是
は
い
さ
ゝ
か
の
事
に
て
口
伝
の
所
な
り
。
発
句
で
も
附

句
で
も
、
ひ
よ
つ
と
趣
向
の
浮
ぶ
事
有
。
又
一
向
に
出
ぬ
事
も
有
。
爰
を
我

家
に
は
趣
向
の
す
つ
と
出
て
も
先
づ
出
さ
ぬ
也
。又
一
向
に
出
ぬ
と
き
に
は
、

よ
い
か
げ
ん
に
さ
ら
〳
〵
と
し
た
句
に
て
も
出
す
也
。
し
か
と
無
い
と
お
も

へ
ば
」 ウ
出
さ
れ
ぬ
も
の
な
り
。
併
、
出
る
と
き
出
さ
ぬ
工
夫
が
あ
れ
ば
、
出

ぬ
と
き
も
出
す
に
自
由
な
り
。

　

伝
曰

○
三
鼎
の
喩　
　
　
「
始
中
終
」
な
り
。　
　

○
も
の
に
「
始
中
終
」
は　

天
地

人
の
三
才
也
。
さ
れ
ど
む
か
し
は
三
鼎
の
如
く
、「
始
中
終
」
の
理
、
事
を

尽
し
て
今
は
「
始
終
」
の
事
を
の
べ
て
、理
の
一
体
を
中
に
含
め
り
。
是
生
々

限
り
な
き
天
地
の
道
理
に
し
て
、
正
風
万
代
不
易
の
血
脉
、
爰
に
可
味
。　

口
伝
面
授

○
始
終
の
二
つ　

当
流
の
は
い
か
い
な
り
。」 ��

○
情
な
し　
「
始
中
終
」を
尽
し
た
る
故
に
情
な
し
。
我
家
は「
始
終
」を
い
ゝ
て
、

ひ
と
つ
を
残
す
故
に
、
淋
し
き
も
お
か
し
き
も
余
情
に
こ
め
て
優
美
を
調
ふ

也
。
先
づ
発
句
を
作
っ
て
、余
情
が
附
く
か
つ
か
ぬ
か
と
考
え
て
み
る
べ
し
。

「
始
中
終
」
を
い
ふ
句
は
、
何
程
し
て
も
余
情
な
し
。
何
が
故
に
「
始
終
」

を
い
ゝ
て
「
中
」
を
残
す
ぞ
、
是
歌
に
て
は
「
余
情
」
と
い
ゝ
、
俳
諧
に
て

は
「
に
ほ
ひ
」
と
い
ふ
。
あ
る
ひ
は
詞
を
残
し
、
或
は
心
を
の
こ
す
。
不
角

が
句
に

　
　
　
　

麦
粉
く
ふ
傍
に
ぐ
び
つ
く
鸚
鵡
か
な

　
　

是
を
案
じ
て
み
よ
。余
情
な
し
。口
伝
残
す
は
理
を
い
ゝ
残
す
也
。理
を
い
ゝ

詰
れ
ば
理
屈
に
な
る
な
り
。

○
教
誡
の
論　

詩
歌
連
俳
は
「
文
」
也
。「
虚
」
也
。「
和
」
也
。
此
三
つ
の
物
理

を
い
ゝ
尽
し
て
は
「
文
」
と
は
言
は
ず
「
教
」
也
。

　
　
　

口
伝　
「
風
雅
」
は
「
文
」
な
り
。「
教
誡
」
は
「
質
」
也
。」 ウ

　
　
　
　
　

追
手
三
千
土
用
八
専

　
　
　
　

宇
治
勢
田
の
灸
ば
し
を
ぞ
引
た
り
け
る

　
　

是
は
む
か
し
の
俳
か
い
な
が
ら
、
動
情
動
作
の
働
き
様
な
り
。
是
姿
が
有
故

也
。
亦マ
タ

姿
の
な
き
句

　
　
　
　

焼
三
疋
猿  

餅
の
二
つ
と
も
へ
に
三
つ
ど
も
へ

　
　
　
　
　

雪
お
れ
竹
に
笠
は
壱
本　

　
　

ひ
や
う
し
は
能
附
た
れ
ど
も
、
一
句
が
立
ぬ
也
。
拍
子
に
は
兎
角
姿
を
忘

る
ゝ
。
な
に
と
姿
が
た
ゝ
ぬ
は
古
流
の
場
な
り
。『
為
弁
』
に
委
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

情

　
　
　
　

都
を
ば
霞
と
と
も
に
出
し
か
ど
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な
け
れ
ど
も
、上
手
の
手
づ
ま
事
に
て
上
手
の
下
手
也
。」 ウ「
虚
」
は
そ
の
題
、

「
実
」
は
趣
向
○
「
蛙
」
は
題
、「
古
池
」
は
趣
向
。「
飛
び
こ
む
水
の
音
」、

句
作
な
り
。

  　
　
　
　

 
実    　
虚    　

  

口
伝

　
　
　
　

古
池
や
か
わ
づ
飛
こ
む
水
の
お
と　

○
虚
実
の
虚

○
虚
実
の
実　

口
伝
別
記
有
。

○
附
句　

趣
向
の
一
体
に
「
虚
実
」
の
像
あ
り
。
姿
が
前
句
に
よ
つ
て
別
の
姿
が

顕
は
る
ゝ
、
前
句
の
内
よ
り
外
の
姿
が
出
る
も
の
也
。
畢
竟
、
ほ
句
は
無
心

か
ら
「
実
」
を
生
じ
、附
句
は
有
心
か
ら
生
じ
て
「
虚
」
を
生
ず
。」 ��
さ
れ
ば
、

発
句
に
は
真
・
行
・
草
の
三
体
よ
り
「
曲
節
」
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
。
題
と

趣
向
と
句
作
、
発
句
の
句
作
は
「
実
」
に
有
。
附
句
の
句
作
は
「
虚
」
で
な

け
れ
ば
先
に
行
ぬ
な
り
。

　
　

発
句
に
は
、
題
と
趣
向
と
句
作
と
三
つ
有
。

　
　

附
句
に
は
、
趣
向
と
句
作
と
二
つ
よ
り
外
な
き
也
。

　
　

是
を
合
せ
て
和
歌
一
首
の
五
義
に
起
合
す
る
事
有
。

　
　

実
情
と
は
発
句
の
「
虚
実
の
実
」
で
、
名
人
の
場
、
手
づ
ま
と
い
ふ
は
「
虚

実
の
虚
」
で
上
手
の
場
。

　
　
　
　

声
か
れ
て
猿
の
歯
白
し
峯
の
月　

其
角

　
　

「
声
か
れ
て
」
と
言
所
、「
さ
る
の
歯
白
し
」
と
い
ふ
所
、畢
竟
が
「
か
れ
て
」

と
い
ふ
字
に
殊
の
外
骨
折
、「
峯
の
月
」
に
淋
し
き
姿
を
う
つ
し
て
何
や
ら

け
だ
か
ふ
言
た
所
、手
先
に
有
。
声
の
か
れ
た
猿
」 ウ
の
声
は
聞
か
る
ゝ
と
も
、

白
い
猿
の
歯
が
し
つ
か
り
と
見
ら
る
ゝ
も
の
で
な
い
。
此
「
白
し
」
と
い
ふ

が
発
句
の
姿
の
「
虚
」
な
り
。「
声
か
れ
て
猿
の
は
」
と
切
っ
て
、「
峯
の
月
」

と
も
言
べ
け
れ
ど
も
、「
歯
白
し
」
と
い
ゝ
か
け
た
も
の
故
、
お
ほ
く
詞
先

に
な
っ
て
、
俳
諧
体
な
し
。
さ
れ
ど
も
其
時
迄
は
其
角
、
翁
の
血
脉
し
た
る

故
、い
ま
だ
本
心
う
せ
ず
居
る
ゆ
へ
に
、「
声
か
れ
て
」
と
聞
た
所
も
有
。「
峯

の
月
」
と
見
た
所
も
有
け
れ
ど
も
、
元
本
心
を
失
ふ
た
る
故
に
「
猿
の
歯
白

し
」
と
詞
先
に
落
た
り
。
是
皆
「
虚
実
の
虚
」
か
ら
起
る
。

　
　
　
　

塩
鯛
の
歯
ぐ
き
も
寒
し
魚
の
店　
　

翁

　
　

眼
前
の
浮
ん
だ
所
の
冬
の
店
に
、
塩
鯛
の
歯
ぐ
き
を
む
き
出
し
た
る
処
寒
し

と
、「
虚
」
は
一
字
も
な
し
。「
歯
ぐ
き
も
寒
し
」
と
言
所
に
て
我
家
の
句
作

は
あ
り
。
此
下
を
上
手
の
句
な
ら
ば
梅
の
花
と
も
、
何
」 �0
と
も
言
べ
き
を
、

「
魚
の
店
」
と
置
せ
給
ふ
が
、
則
蕉
門
の
血
脉
な
り
。
眼
前
の
実
景
に
遊
ぶ
。

是
を
よ
く
〳
〵
工
夫
せ
よ
。

　

眼
前
実
景　

口
伝　
　

発
句
を
作
る
に
、か
ざ
る
ほ
ど
「
実
」
を
失
ふ
て
、「
虚
」

に
な
る
。
飾
ら
ね
ば
「
虚
実
の
実
」
に
な
り
、
か
ざ
れ
ば
「
虚
実
の
虚
」
に

な
つ
て
、上
手
の
場
に
な
り
て
秀
逸
は
な
き
也
。「
蛙
飛
び
込
」
一
作
○
「
歯

ぐ
き
も
寒
し
」
一
作
、
是
に
て
能
々
合
点
し
て
、
兎
角
一
作
〳
〵
に
し
て
仕

立
べ
し
。
猶
も
花
と
い
へ
ば
題
、「
虚
」、
白
何
々
と
す
れ
ば
「
実
」。
平
生

に
ほ
句
の
像
は
天
地
自
然
の
道
理
は
目
の
前
に
あ
れ
ど
も
、
見
付
ぬ
也
。
此

故
に
昼
夜
常
の
時
に
心
愚
常
住
の
観
に
工
夫
す
べ
し
。
無
常
の
急
に
分
別
を

碎
き
て
居
る
べ
し
。『
太
平
記
』
の
為
明
卿
、
三
国
志
の
魏
の
曹
子
達
が
如

き
も
、
平
生
心
が
け
有
故
」 ウ
に
、
其
場
に
秀
逸
が
出
来
る
也
。
発
句
一
つ
仕

立
る
も
、
兎
角
平
生
に
能
姿
を
心
観
じ
て
居
れ
ば
、
秀
逸
が
顕
は
る
ゝ
も
の

也
。
さ
れ
ば
社
四
条
の
涼
み
を
み
た
も
の
は
、
子
供
で
も
覚
え
て
居
る
。
是

心
に
観
じ
て
居
る
ゆ
へ
な
り
。
扨
森
羅
萬
象
を
観
ず
る
と
き
は
、
天
地
一
体

に
成
な
り
。
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心
に
て
は
す
く
む
な
り
。
離
附
を
ま
じ
へ
よ
と
也
。

○
程
を
知
ら
ざ
ら
む　

よ
き
ほ
ど
〳
〵
が
あ
る
も
の
也
。
夫
を
知
ら
ず
し
て
一
句

〳
〵
に
情
を
入
る
れ
ば
、
能
ひ
事
尽
し
な
ら
ん
。

○
迯
句　

会
釈
の
内
、
同
体
別
名
な
り
。」 ウ

○
親
疎
は
附
所　
「
ひ
だ
る
い
」
に
「
も
の
く
ふ
」
事
也
。
畢
竟
、「
離
付
」
の
こ

と
也
。
○
五
体
○
離
々
附
は
お
も
し
。
○
離
附
は
軽
し
。
此
は
こ
び
を
覚
ゆ

べ
し
。
発
句
よ
り
揚
句
ま
で
此
体
あ
れ
ど
も
、
重
き
と
軽
き
故
、
内
外
等
に

て
さ
ば
き
行
べ
し
。
口
伝
也
。

○
大
名
な
れ
ど　
「
商
人
」
と
趣
向
を
附
、「
畏
る
」
と
句
作
を
す
る
也
。
然
る
を

他
流
は
「
畏
る
」
と
い
ふ
情
か
ら
案
じ
て
作
る
故
、
同
じ
句
作
に
て
も
、
心

の
案
方
の
先
手
・
後
手
に
て
他
流
に
な
る
也
。

○
向
ひ
付　

自
他
の
差
別
を
も
つ
て
わ
か
る
。其
句
と
〳
〵
道
理
を
立
て
付
る
也
。

大
名
に
老
僧
を
向
は
せ
、
薄
着
好
に
麦
飯
と
こ
な
し
た
り
。
向
附
と
い
へ
る

時
は
、
ひ
や
う
〳
〵
と
つ
ゞ
ま
つ
た
る
時
附
る
也
。
向
ひ
付
は
自
他
の
差
別

な
り
。

　
　
　
　
　

大
小
さ
し
て
杖
つ
い
て
来
る
」 ��

　
　
　
　

女
房
さ
へ
去
っ
て
の
け
た
き
世
の
中
に

○
色
立　
「
赤
い
」
と
い
ふ
に
「
夕
ぐ
れ
」
と
も
、
文
に
互
照
と
い
へ
る
事
也
。

○
拍
子　

是
は
伝
の
所
に
委
し
。
先
づ
宗
因
流
に
て
い
は
ゞ

　
　
　
　

焼
餅
の
二
つ
巴
や
三
つ
ど
も
へ

　
　
　
　
　

雪
折
れ
竹
に
傘
は
壱
本

　
　

是
ら
は
拍
子
と
い
へ
ど
も
一
句
不
立
し
て
姿
が
な
き
也
。『
為
弁
』
に
委
し
。

○
起
情　

三
句
も
五
句
も
景
情
を
の
べ
て
行
過
た
る
と
き
仕
立
る
也
。
仕
様
を
別

伝
に
有
。

○
走
と
は　

勢
の
所      　

○
馨
と
は　

声
の
余
情
、　　
　
『
葛
の
松
原
』
に
委
し
。」

○
此
方
よ
り
彼
方　

前
句
を
考
へ
別
の
趣
向
を
立
て
、
前
句
の
内
の
情
を
結
べ
ど

も
、
向
附
と
い
ふ
も
の
は
別
に
此
方
に
し
ゆ
か
う
を
立
て
、
向
ふ
な
り
。
い

は
ゞ
「
背
く
」
と
「
合
」
と
の
違
な
り
。

○
向
ふ
附
は
縮
む
時　

景
情
な
ど
に
て
す
ら
〳
〵
と
来
た
る
時
、
句
を
附
ち
ゞ
む

る
な
り
。

○
発
句
のハ

大タ
イ
キ
ヨ
ク
極
の
一
（
注
２
）気　

月
・
雪
・
花
・
郭
公
に
む
か
ふ
て
一
つ
の
趣
向
を
交
し

へ
て
、
其
月
・
雪
・
花
・
ほ
と
ゝ
ぎ
す
の
無
念
無
相
よ
り
感
動
し
て
生
ず
る

物
也
。「
虚
」
に
起
っ
て
道
理
の
極
た
処
が
「
実
」
に
と
ゞ
ま
る
也
。「
虚
」

は
心
、「
実
」
は
詞
也
。
い
は
ゞ
花
雪
と
い
へ
ば
「
実
」
に
な
る
也
。
名
人

は
海
眼
に
み
た
感
概
を
い
ゝ
、
初
心
は
見
た
所
を
さ
ら
り
と
い
ふ
に
よ
っ
て

上
手
の
句

　
　
　
　

か
ら
か
さ
の
若
葉
に
啼
や
雨
の
鹿　
　

支
考
」 ��

　
　
　
　

鴬
や
餅
に
糞
す
る
掾
の
先

　
　

か
や
う
に
眼
海
を
い
ふ
也
。
他
流
は
此
句
に
色
々
の
説
を
儲
け
、「
餅
は
世

か
い
国
土
」
な
ど
ゝ
六
か
し
く
い
へ
ど
も
、
さ
に
あ
ら
ず
。
迷
ふ
こ
と
な
か

れ
。　

○
発
句
の
信
と
い
ふ
事
が
大
事
な
り
。
た
と
へ
ば
桜
の
ほ
句
を
す
る

に
、
先
及
ば
ぬ
ま
で
も
眼
を
ふ
さ
い
で
桜
の
時
節
、
場
を
得
と
見
な
し
、「
扨

此
さ
く
ら
は
山
の
桜
か
川
の
さ
く
ら
か
」と
道
理
を
後
に
附
け
て
句
作
る
也
。

桜
斗
に
あ
ら
ず
。
四
季
題
い
づ
れ
も
同
前
也
。「
唯
仏
に
む
か
ふ
て
讃
歎
し

奉
る
如
く
せ
よ
」
と
歌
の
よ
み
方
に
教
へ
有
が
如
く
、
其
題
の
も
の
を
得
と

み
て
、
其
後
情
に
か
ゝ
る
が
よ
し
。
竪
題
に
は
強
き
詞
を
用
ひ
、
横
題
に
は

艶
言
を
用
ひ
て
句
作
る
。
或
は
、
唐
の
詞
歌
の
き
れ
端
し
等
用
ひ
せ
ぬ
で
は

ウ
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『
為
弁
』に
委
し
。
我
家
の
大
事
は
此
句
作
に
あ
り
。
句
作
と
い
ふ
も
の
は
、

二
句
と
二
句
の
間
を
行
も
の
也
。
女
の
針
の
縫
目
を
行
が
ご
と
く
、
外
の
姿

と
内
の
情
と
合
体
し
て
行
也
。

　
　

句
作
は
前
句
の
内
の
情
を
尋
て
、

　
　

趣
向
は
前
句
の
外
の
姿
を
案
ず
べ
し
。

　
　

古
し
へ
は
其
事
に
そ
の
事
を
付
る
。
今
は
そ
の
事
に
其
理
を
付
る
な
り
。

○
一
句
の
作
意
を　

い
づ
れ
の
歌
と
て
も
一
首
の
内
上
の
句
、下
の
句
を
わ
け
て
、

上
の
句
が
名
句
、
下
の
句
が
お
と
り
だ
と
わ
け
て
ほ
め
そ
し
り
す
る
事
は
な

き
也
。
し
か
る
に
そ
の
は
い
か
ゐ
は
附
句
は
か
ま
は
ず
、
一
句
〳
〵
と
仕
立

る
は
こ
ゝ
ろ
得
が
た
き
な
り
。」 ウ

　

作
者
は
其
心
な
ら
ね
ど　

前
句
の
作
者
が
其
心
と
は
い
わ
ね
ど
も
、
そ
の
心
を

此
方
か
ら
さ
ぐ
つ
て
言
便
に
こ
ゝ
ろ
を
配
り
付
れ
ば
。

○
一
分
の
趣
向
は
な
し　

前
句
の
外
の
姿
を
立
る
、
是
附
合
の
一
分
の
趣
向
也
。

発
句
に
も
在
て
、
譬
へ
ば
桜
の
題
に
立
て
、
其
場
か
、
其
人
か
、
其
時
分
か
、

其
時
節
か
と
、
八
体
を
考
え
て
普
く
見
尽
し
て
、
扨
、
趣
向
を
見
立
て
句
作

る
也
。
是
を
一
分
の
趣
向
と
い
ふ
。
然
る
を
、
古
集
に
か
ゝ
り
彼
是
す
る
故

に
、
自
分
の
し
ゆ
か
う
は
な
く
、
人
の
趣
向
を
盗ヌ
ス

む
な
り
。
題
を
得
る
や
否
、

題
の
景
色
を
得
と
か
ん
が
へ
、
趣
向
を
案
じ
出
し
て
、
其
上
に
情
を
起
し
案

ず
べ
し
。
古
集
に
か
ゝ
り
、
二
字
三
字
づ
ゝ
」 ��
切
込
ん
で
は
一
分
の
趣
向
に

あ
ら
ず
、
俳
諧
の
実
に
あ
ら
ず
。

○
己
が
按
排　

な
い
処
に
は
処
を
求
て
、
珍
ら
し
き
事
を
言
た
が
る
也
。
一
分
の

趣
向
は
、
有
所
に
無
い
所
の
人
の
気
の
付
ぬ
事
を
案
ず
る
也
。
一
分
の
趣
向

と
按
排
と
は
、
似
て
非
な
る
も
の
也
。
是
は
口
伝
事
也
。
あ
ん
ば
い
は
情
な

り
。
趣
向
を
つ
け
ず
し
て
、
按
排
に
ど
う
か
こ
う
か
と
案
ず
る
故
に
、
前
句

の
情
を
手
ま
へ
の
情
が
附
く
也
。
先
按
排
せ
ず
し
て
姿
を
案
じ
て
、
其
後
に

按
排
す
る
也
。
句
作
の
情
也
。
あ
ん
ば
い
を
附
ぬ
に
は
あ
ら
ず
。
前
に
す
る

と
後
に
す
る
と
な
り
。
我
胸
の
理
を
附
け
ず
、
前
句
の
胸
の
理
を
附
る
也
。

夫
は
ど
う
し
て
附
る
な
ら
ば
、
前
句
の
姿
を
先
に
見
て
、
そ
う
し
て
前
句
の

情
を
案
ず
る
也
。
畢
竟
、
道
理
を
つ
め
〳
〵
行
時
は
、」 ウ
無
分
別
の
所
な
れ

ど
も
、
此
理
を
能

て
無
分
別
の
所
に
入
る
な
り
。      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
言
便

　
　
　
　
　

被
に
顔
を
入
れ
て
囁
く

  　
　

      　
　
　
　

       　
言
便

　
　
　
　

奉
公
に
大
名
居
り
は
嘘
そ
ふ
な

　
　

前
句
に
奉
公
人
は
み
へ
ね
ど
も
、
か
つ
ぎ
に
顔
を
入
れ
て
囁
く
も
の
を
人
置

の
婆
々
と
見
て
、奉
公
人
と
趣
向
を
出
し
た
り
。
前
句
の
外
の
姿
な
り
。「
大

名
居
り
」
は
、
此
句
作
な
り
。

　
　
　
　

振
袖
に
結
ぶ
清
水
を
気
遣
ひ
て

　
　
「
と
か
く
か
り
着
ど
も
し
た
る
も
の
に
て
、
振
袖
の
ぬ
る
ゝ
を
気
遣
ふ
は
何

も
の
ぞ
」
と
考
て
、「
と
か
く
舞
子
共
に
て
有
ふ
」
と
前
句
の
外
の
姿
に
趣

向
の
眼
を
付
け
見
定
め
て

　
　
　
　
　

世
は
逆
さ
ま
に
母
親
を
供
」 ��

　
　

趣
向
を
定
る
に
舞
子
と
見
て
、「
舞
子
」
と
い
は
ず
と
も
く
る
し
か
ら
ず
。

舞
子
の
所
作
の
道
理
を
の
べ
て
仕
た
り
。
百
句
も
千
句
も
是
に
な
ら
へ
、
返

す
〳
〵
も
己
が
按
排
を
後
に
し
て
、
一
字
に
手
尓
波
の
別
、
如
此
が
有
心
体

也
と
ぞ
。

○
一
字
一
涙　

句
を
作
る
に
一
字
づ
ゝ
に
情
を
出
す
を
、一
字
一
涙
と
い
ふ
な
り
。

○
有
心
と
い
ふ
も
の
は
、
一
字
一
涙
に
気
を
も
む
也
。
百
句
が
百
句
ま
で
有
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梅
の
花
夫
と
も
み
へ
ず
久
か
た
の
あ
ま
ぎ
る
雪
の
な
べ
て
ふ
れ
ゝ
ば

　
　
「
久
か
た
の
天
」
斗
親
句
の
つ
ゞ
き
に
て
、
余
は
み
な
疎
句
の
続
か
ず
。」 ��

○
全
ク
附　

有
心
体
な
り
。

○
有ウ

心シ
ン

附　

歌
に
も
有
心
体
有
け
れ
ど
も
、
少
し
違
ふ
也
。
有
心
と
い
へ
ば
、
無

心
に
対
す
る
様
な
れ
ど
も
、
さ
に
非
ず
。
此
有
心
と
は
細
か
な
る
と
い
ふ
事

に
て
、
残
る
所
も
な
く
こ
ま
か
に
付
事
也
。

　
　
　
　

暁
の
夢
に
行
灯
の
火
を
と
ぼ
し

　
　
　
　
　

さ
う
泣
ふ
な
ら
嫁
々
が
子
で
な
い

　
　

是
前
句
の
姿
情
を
よ
く
見
尽
し
て
細
か
に
附
た
る
也
。
此
付
る
と
い
ふ
事
知

ら
ね
ば
、
付
ぬ
事
知
ら
ぬ
也
。
故
に
能
く
附
る
事
を
先
に
習
ふ
べ
し
。

○
会ア
シ
ラ
イ釈　

此
会
釈
と
有
心
と
の
味
ひ
を
会ヱ

得ト
ク

す
れ
ば
、
十
五
体
は
済
な
り
。
離
附

の
は
じ
め
也
。」 ウ

　
　
　
　

今
は
や
る
ひ
と
へ
羽
織
を
着
つ
れ
立

　
　
　
　
　

奉
行
の
鎗
に 

誰
も
隠
る
ゝ

　
　
　
　
　
　
趣
向
な
り　
　

前
句
の
内
の
情
也

　
　

な
を
別
録
に
委
し
。　

○
迯ニ
ゲ

句ク　

あ
し
ら
い
の
内
也
。
併
、ち
と
か
る
い
も
の
。
あ
し
ら
い
は
少
し
離
れ
、

　
　

迯
大
く
離
る
ゝ
な
り
。

○
此
三
に
変
化
す
べ
し　

此
三
つ
を
よ
く

ば
、
十
五
体
は
心
の
侭
に
行
る
ゝ
な

り
。

○
俳
諧
の
案
方　
「
附
句
に
向
ふ
時
、
観
念　

○
そ
こ
に
附
ら
れ
ぬ
も
の
を
先
に

案
じ
て
其
後
、
附
く
物
を
案
じ
よ
」
と
、
先
師
の
お
し
え
也
。
初
念
の
お
も

ひ
離
れ
ず
し
て
あ
や
ま
つ
故
也
。」 ��

○
趣
向
定　

前
句
の
外
の
趣
向
を
と
り
て
定
る
也
。
執
中
の
意
な
り
。

　
　
　
　

浅
茅
が
宿
の
貧
に
絵
す
だ
れ

　
　
　
　
　
　
趣
向    　
曲　

  

句
作

　
　

曲　

藪
入
の
子
に
大
名
の
萩
咲
て

　
　
　
　
　
　

   

趣
向　
　

 　
　
　

 

句
作　
　
　
　
　

　
　

地　

藪
い
り
の
馳
走
に
門
の
萩
さ
い
て

　
　

節　

大
名
の
子
に
隣
か
ら
萩
咲
て

　
　
　
　
　
趣
向
の
「
伊
達
」
と
「
萩
」
と
互
照
の
所
節
也
。

　
　

た〈

ハ

リ

ガ

ミ

〉

と
へ
ば
、
他
流
な
ら
ば
「
絵
簾
」
と
い
ふ
に
、「
涼
し
か
ろ
ふ
」
な
ど
ゝ

情
に
入
て
案
ず
れ
ど
も
、
此
方
の
流
に
て
は
、「
庄
屋
が
隠
居
る
」
と
前
句

の
外
の
姿
を
見
定
め
、
趣
向
に
仕
立
る
也
。
前
句
の
外
の
情
を
句
作
に
結
ぶ

事
を
前
句
の
用
と
い
ふ
。
是
、
他
流
也
。

　
　
　
　

つ
く
ば
ふ
て
能
い
か
げ
ん
な
る
窓
も
な
し

　
　
　
　
　

跡
か
ら
立
て
と
り
ま
は
せ
ど
も
」 ウ

　
　

是
、
前
句
の
情
に
情
を
附
る
也
。
一
句
を
立
我
家
に
て
は

　
　
　
　
　

寐
臥
は
舩
で
楽
に
召
さ
る
ゝ

　
　
　
　

国
替
え
の
殿
に
猫
ま
で
附
ま
と
ひ

　
　

「
舩
」
と
い
ふ
も
の
に
「
国
替
」、趣
向
也
。「
殿
に
猫
ま
で
」、是
、句
作
也
。

「
舩
で
め
さ
る
ゝ
」の
情
を
結
ん
だ
は
、「
何
事
ぞ
殿
」と
う
け
た
り
。「
召
る
ゝ
」

と
い
ふ
所
を
女
中
も
乗
て
居
る
と
見
定
、
夫
に
猫
ま
で
と
句
作
し
た
る
処
は

前
句
の
用
也
。
か
様
に
用
る
な
り
。

　
　
　
　
　

角
前
髪
の
に
く
い
い
も
面
ラ

　
　
　
　

咲
花
に
獅
子
の
さ
ゝ
ら
を
摺
な
ら
し

　
　
　
　
　

お
手
そ
へ
ら
る
ゝ
綾
の
裁
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
趣
向　
句
作　
　

　
　
　
　

内
証
の
事
も
使
に
み
せ
て
や
り
」 ��



十
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伝
曰

○
虚
実
の
問
ハ
中
立
な
り
。
和
也
。「
諷
諫
」
の
一
節
を
伝
ふ
て
行
処
也
。

○
貴
を
以
て
人
に
下
る　

仲
由
問
、
孔
子
答
、「
よ
ろ
こ
ぶ
べ
き
時
は
悦
び
、
悲

し
む
べ
き
時
は
か
な
し
む
」、
是
天
理
也
。

○
聖
人
の
実
語　
「
実
」
と
は
能
其
「
実
」
を
以
、
万
法
を
た
も
つ
。
其
「
実
」

に
「
実
」
が
重
る
が
い
な
や
、
迷
ひ
と
も
成
り
、
愚
人
と
も
な
る
也
。「
実
」

と
い
ふ
物
は
黄
金
の
や
う
な
る
物
な
れ
ど
も
、
た
め
て
置
く
と
欲
が
出
来
、

あ
し
く
成
也
。
と
か
く
草
鞋
・
杖
の
如
く
、
暫
く
も
留
め
ず
、
天
地
と
通
貫

し
て
置
が
聖
」 �0
人
の
道
、「
実
」
の
行
ひ
な
り
。
愚
人
の
「
実
」
は
心
に
と

む
る
也
。

○
我
門
ノ
〈
朱
〉口

伝
ハ
〈
朱
〉

　
「
以
レ
貴
人
に
下
る
」
四
字
也
。『
廿
五
ヶ
条
』
に
「
一念

仏
往
生
伝向

宗
」

又
「
獲
麟
の
伝
」
二
通
り
有
と
い
ふ
事
、愚
禿
の
二
字
、翁
も
信
心
あ
り
し
と
也
。

横
起
の
大
乗
を
俗
中
に
交
り
給
ひ
て
、
中
品
以
下
を
大
乗
に

給
ふ
事
、
ひ

と
へ
に
翁
の
雅
を
下
俗
に
ま
じ
へ
給
ふ
と
同
じ
事
也
。
○
又
曰
、
我
家
の
教

は
俗
談
平
話
を
以
て
導
ん
と
す
。
さ
れ
ば
法
然
上
人
・
親
鸞
上
人
に
囁
て
、

一
宗
を
開
き
給
ふ
処
、
俗
中
の
出
家
な
り
。
出
家
は
世
を
離
る
ゝ
も
の
な
る

に
、
是
は
信
心
不
二
の
場
に
居
て
、
俗
中
を

、
儒
仏
を
さ
し
は
さ
ん
で
今

日
の
俗
を

給
ふ
は
、我
家
の
俗
談
平
話
と
同
じ
一
体
の
も
の
也
と
い
へ
り
。

五
倫
の
も
と
、
虚
な
る
も
の
と
心
得
て
実
を
行
ふ
所
、
則
親
鸞
聖
人
の
一
宗

を
立
給
ふ
と
同
じ
」 ウ
事
な
り
。
此
故
に
、「
貴
を
以
人
に
下
る
」
と
い
ふ
も

玄
々
妙
々
の
理
を
持
な
が
ら
、
聊
の
所
を
行
ひ
、
詩
歌
連
に
こ
ゝ
ろ
を
ひ
と

つ
に
し
て
、
姿
の
低
ひ
所
に
居
る
な
り
。
返
す
〳
〵
も
「
実
を
行
ふ
」
と
は

「
実
」
を
と
め
て
置
に
は
非
ず
。「
実
」
を
働
す
る
也
。『
廿
五
ヶ
条
』
に
曰
、

「
姿
は
詩
歌
連
俳
に
知
て
、
心
は
向
上
の
一
路
に
遊
ぶ
べ
し
」。

○
言
行
の
た
が
ひ　

俳
諧
を
意
に
行
ひ
、
口
に
行
ふ
迄
に
て
、
身
に
行
は
ぬ
は
違

ふ
也
。

○
巽
与
の
言　
『
論
語
』
の
語
な
り
。

○
変
化
論

　
　

変
化
は
不
定
世
界
の
名
、
不
定
と
い
へ
る
事
也
。
終
に
は
」 ��
変
化
と
い
へ
る

は
凡
人
の
手
に
及
び
斗
り
知
る
事
に
あ
ら
ず
。
冬
の
甚
雷
、
夏
の
風
雪
な
ど

の
如
き
類
な
り
。

○
不
定
を
　

変
化
を
知
っ
て
知
る
と
は
、
其
変
は
ど
う
し
た
故
に
変
ず
る
と
知

る
に
は
あ
ら
ず
。
其
変
化
に
驚
か
ぬ
也
。「
変
は
あ
る
筈
」
と
「
虚
」
に
居

る
故
に
、
世
界
皆
と
知
る
也
。
非
な
る
時
は
恨
み
ず
。「
実
」
に
居
て
は
変

化
に
驚
く
也
。
故
に
世
情
が
化
に
つ
か
は
る
ゝ
也
。「
虚
」
な
れ
ば
五
倫
の

変
は
常
と
見
る
故
に
化
を
使
ふ
な
り
。
不
常
を
常
と
み
る
が
第
一
也
。

○
古
今
変　

宗
祇
、
守
武
が
類
。

○
一
巻
の
変　

八
体
の
附
方
の
変
也
。
発
句
よ
り
揚
句
ま
で
一
巻
の
変
な
り
。

○
始
中
終　

始
終　

風
雅
の
実
、」 ウ
是
は
伝
の
所
に
弁
あ
り
。

○
附
ざ
る
も
変　

俳
諧
の
能
く
附
と
付
か
ざ
る
と
は
、
歌
の
疎
句
親
句
の
如
し
。

　

親
句
と
は 　

          　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
続
き
疎

　
　
　
　
　

立
わ
か
れ
稲
葉
の
山
の
峯
に
お
ふ
る
松
と
し
き
か
ば
今
か
へ
り
こ
ん

　
　
　
　
　
　

              　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

是
迄
親

　
　
「
立
別
れ
い
ね
」
と
続
、「
山
峯
」
と
つ
ゞ
き
、「
生
る
松
」
と
段
々
語
路
つ
ゞ

き
て
、「
と
し
き
か
ば
今
か
へ
り
」
と
は
つ
ゞ
か
ず
。
是
を
疎
句
の
体
と
い

へ
り
。
又
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い
ふ
事
を
言
外
に
ふ
く
み
て
書
け
り
。
武
家
・
僧
又
は
発
明
の
人
は
、
月
雪

の
語
を
口
に
い
へ
ど
も
、言
行
」 ウ
等
し
か
ら
ぬ
と
い
ふ
事
を
い
へ
り
。
町
人
・

百
姓
の
時
節
に
合
ふ
て
、心
安
く
食
を
も
喰
へ
ば
及
び
も
せ
ぬ
。「
う
ば
玉
の
」

「
久
か
た
の
」
な
ん
と
い
へ
る
雲
の
う
へ
の
詞
を
つ
か
ひ
、
不
相
応
の
こ
と

を
な
す
こ
と
を
憤
っ
て
書
け
り
。
畢
竟
、
言
中
に
詩
歌
連
を
そ
し
れ
り
。

○
薪
に
花　

書
面
に
て
其
さ
ま
賤
し
と
い
へ
る
斗
に
て
書
れ
た
り
。『
古
今
集
』

に
て
は
少
し
意
が
違
ふ
也
。

○
中
品
以
下　

口
伝　
　
『
為
弁
』ニ「
俗
談
平
話
を
知
る
為
」と「
さ
の
み
道
の
軽
」

云
々
。
○
此
時
迄
は　

先
師
へ
『
廿
五
ヶ
条
』
は
伝
は
ら
ぬ
と
き
也
。
口
先

で
い
へ
ば
軽
け
れ
ど
も
、
此
な
ん
で
も
な
い
処
に
我
家
の
大
事
有
。
我
俳
諧

も
下
学
し
て
上
達
す
。
中
品
以
下
と
て
下
々
斗
に
非
ず
。
中
品
已
下
の
こ
と

を
上
に
」 ��
知
ら
し
む
る
事
也
。
畢
竟
「
中
に
居
る
」
と
い
ふ
事
故
に
、
口
伝

と
い
へ
り
。

○
翁
の
御
詞
を
其
時
迄
は
し
か
と
合
点
ゆ
か
ず
し
て
御
坐
在
し
に
、
然
所
去
来
よ

り
『
廿
五
ヶ
条
』
を
伝
授
の
時
、
最
初
に
「
俳
諧
は
何
の
為
ぞ
や
、
俗
談
平

話
を
正
さ
ん
が
為
也
」
と
有
し
に
依
て
、
は
じ
め
て
驚
給
ふ
と
な
り
。

○
洛
陽
は
風
士
の
つ
や
（
注
１
）
　

談
々
な
ど
は
近
年
の
事
、
翁
の
御
時
代
よ
り
も
と
か
く

く
に
や
〳
〵
と
し
て
、
言
葉
を
飾
り
し
と
也
。

○
作
意
に
作
意　

自
他
用
意
に
入
る
事
也
。『
為
弁
』
に
委
し
。

　
　
　

白
雲
に
鳥
の
寒
さ
よ
飛
ぶ
は
鳫

　
　

無
名
の
鳥
の
見
え
ぬ
や
う
に
有
処
を
、
詠
や
り
た
れ
ば
、
遠
く
鴈
が
飛
た
て

鳫
今
は
つ
き
り
と
み
へ
た
る
也
。
無
名
の
鳥
に
又
「
鳫
」、
是
に
て
は
作
が

尽
る
と
い
ふ
も
の
也
。
是
迄
は
我
家
も
稀
」 ウ
に
ゆ
る
す
け
れ
ど
も
、
此
上（

マ
マ
）て

は
他
流
に
な
る
な
り
。

　
　
　
　

し
ら
雲
に
鳥
の
遠
さ
よ　

是
に
て
作
は
調
ふ
な
り
。
此
上
に
て
は
雁
の

句
す
ら
り
と
す
る
事
也
。
作
に
作
の
重
る
。

　
　
　
　

十
六
夜
や
龍
眼
肉
の
か
ら
衣

　
　

是
も
い
ざ
よ
ひ
と
い
ふ
も
の
は
、
名
月
の
影
に
て
龍
眼
肉
の
売
の
や
う
な
る

も
の
と
、
是
に
て
涼
な
り
。「
衣
」
と
い
へ
る
所
に
て
、
作
に
作
が
重
る
も

の
な
り
。
又
三
作
を
重
る
句

　
　
　
　

幟
た
つ
長
者
の
夢
や
黒
牡
丹

○
纔
に
雅
俗
の
さ
か
い　

此
「
纔
」
の
字
大
事
な
り
。
然
ら
ば
俗
談
平
話
は
、「
よ

う
ご
ざ
つ
た
」「
煙
竹
呑
マ
し
や
れ
」
と
い
ふ
が
俳
諧
か
、
さ
に
非
ず
。「
纔
」

に
雅
俗
の
心
に
お
も
ふ
所
を
口ク

チ

に
和
ら
げ
出
す
也
と
は
、
悪
い
と
い
ふ
も
の

を
「
憎
い
」
と
い
へ
ば
、
あ
ん
」 ��
ま
り
也
。
其
悪
い
を
諷
し
て
含
め
て
出
す

時
こ
そ
、誠
に
心
根
迄
恐
る
ゝ
也
。
面
白
い
を
「
お
も
し
ろ
い
」
と
い
は
ゞ
、

言
尽
る
也
。
諷
し
て
含
め
て
出
す
時
こ
そ
、
誠
に
心
根
迄
面
白
い
事
の
深
き

し
る
し
な
り
。
去
迚
、
俗
中
の
俗
と
い
ふ
事
あ
り
。
茶
碗
を
木
綿
帆
の
類
、

是
は
言
は
ぬ
事
也
。
此
類
い
く
ら
も
考
て
句
作
す
べ
か
ら
ず
。
畢
竟
、
俗
中

の
中
に
雅
俗
を
わ
け
て
、
聊
の
言
語
に
俗
談
を
い
ふ
時
、
風
雅
の
に
お
ひ
を

付
け
て
行
な
り
。『
万
葉
集
』
な
ど
は
人
の
心
厚
し
。
故
に
其
心
の
如
く
す

ら
〳
〵
と
い
へ
り
。
是
に
風
雅
の
い
さ
ゝ
な
る
事
を
作
る
也
。

○
氷
こ
ん
に
や
く
や　

国
々
に
用
る
珍
ら
敷
詞
を
聞
て
、
句
に
は
我
家
に
も
用
意

と
も
此
書
面
に
て
は
体
に
用
る
と
こ
ろ
を
笑
ふ
て
書
け
り
。」 ウ

○
媚
て
能
時
は　

一
句
媚
言
を
嫌
へ
ど
も
、
又
集
等
に
は
一　

二
句
も
作
す
る　

　

事
も
あ
れ
ど
も
、
地
を
平
話
に
し
て
用
る
也
。
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背
く
こ
と
有
。
三
句
の
は
こ
び
わ
る
き
時
は
、
右
の
ご
と
く
打
崩
す
也
。
心

を
う
け
て
附
る
事
も
有
。
前
句
の
外
の
姿
を
も
つ
て
付
る
也
。
此
弁
は
能
々

可
尋
な
り
。

　
　
　
　
　

障
子
の
外
に
夕
日
ち
ら
つ
く

　
　
　
　

聟
ど
の
は
ど
れ
ぞ
と
老
の
目
を
拭
ひ

　
　

兎
角
前
句
に
化
せ
ら
れ
ず
、
前
句
を
化
す
る
了
簡
よ
し
。
前
句
」 ウ
の
外
の
姿

を
と
り
、
附
句
に
繋
ぎ
行
時
は
、
化
ら
れ
ず
、
前
句
の
内
の
姿
を
附
る
と
き

は
、
化
ら
る
ゝ
也
。
猶
可
尋
。

　
　
　
　

古
村
は
古
き
玄
蕃
の
名
を
伝
へ

　
　
　
　
　

木
履
は
か
せ
ぬ
雨
の
夕
ぐ
れ

　
　

是
『
ひ
さ
ご
集
』
に
出
る
所
、
先
師
、
翁
へ
尋
給
ふ
に
、
翁
驚
給
ひ
て
、「
我

が
あ
や
ま
ち
」
と
の
た
ま
ふ
。
是
眼
前
の
内
の
も
の
を
趣
向
に
附
た
り
。
引

の
け
た
時
は
一
句
が
立
ぬ
也
。
前
句
の
言
外
に
な
き
も
の
を
付
る
と
は

　
　
　
　
　

椿
の
色
を
奪
ふ
は
り
物

　
　
　
　

出
が
は
り
の
炉
路
へ
木
履
を
呵
ら
れ
て

　
　

「
椿
」
の
「
張
も
の
」
に
「
出
代
」
の
「
木
履
」、
言
外
に
は
姿
な
き
也
。

附
か
た
克
々
可
考
也
。」 ��

○
知
と
不
レ
知　

言
語
ば
か
り
に
非
ず
。『
為
弁
』
に
委
し
。

○
馬
に
大
名　
「
馬
」
に
「
大
名
」
を
附
け
、「
車
」
に
「
公
家
」
を
思
ふ
と
も
、

其
趣
向
に
よ
つ
て
古
か
ら
ず
。
前
句
の
内
か
ら
出
す
と
、
外
か
ら
出
す
と
の

違
ひ
な
り
。
上
手
と
下
手
と
の
違
い
な
り
。

○
媚
た
る
人　
「
こ
び
」
と
は
高
遠
也
。「
さ
び
」
と
は
平
生
な
り
。

　

伝
曰

○
論
者
『
一
字
録
』　

獅
子
門
の
秘
書
な
り
。

○
阿
翁　

翁
を
尊
と
み
て
い
へ
り
。

○
鎖
詞
の
文　

よ
く
幾
つ
も
言
か
さ
ね
て
連
続
す
る
言
葉
也
。

○
互
照
の
文
格　

春
に
柳　

椿
に
は
り
も
の　

蛍
に
星
の
た
ぐ
ひ
、
互
に
照
ら
し

合
ふ
も
の
也
。」 ウ

○
字
門
対
類　

山
川　

林
木　

花
と
雪　
　

此
類
な
り
。

○
長
短
に
叶　

詞
つ
き
の
長
い
と
短
か
い
と
な
り
。

○
四
六
の
文
法　

四
字
と
六
字　

対
す
る
也
。

○
俳
諧
諷
詞　

少
し
歌
書
を
心
得
た
る
も
の
は
歌
書
の
前
書
の
如
く
似
せ
、
経
書

を
こ
ゝ
ろ
得
た
る
人
は
長
引
ン
に
、
に
へ
そ
こ
な
い
に
な
る
也
。
唯
、
俗
談

平
話
の
内
に
姿
を
も
と
め
て
、
文
法
は
定
て
定
ま
ら
ざ
る
べ
し
。
兎
角
読
出

し
て
、四
六
も
五
七
も
口
ざ
は
り
の
能
が
法
也
。
余
り
長
く
て
息
を
継
か
ね
、

又
は
対
句
に
拍
子
過
、「
花
に
鳴
○
鳥
に
起
」
等
と
す
る
事
わ
る
し
。『
続
猿

蓑
』
の
「
今
宵
の
賦
」
を
手
本
と
す
べ
し
。

○
聞
人
感
涙　

虚
を
以
て
実
を
ほ
ど
く
、
内
に
信
を
つ
ゝ
む
か
た
ち
な
り
。」 ��

○
儒
仏
ノ
歎タ
ン

呵カ　

儒
仏
の
歎
呵
の
や
う
に
、
さ
び
し
く
は
な
け
れ
ど
も
、
漆
風　

　

呂
の
ご
と
く
「
諷
諫
」
す
る
な
り
。　

言
行
論

前
段
の
修
行
地
の
趣
也
。
ひ
と
つ
に
し
て
も
同
じ
け
れ
ど
も
は
つ
き
り
と
せ
ず
、

我
家
に
「
言
行
ひ
と
し
」
と
い
へ
る
に
よ
つ
て
此
論
を
立
た
り
。

○
中
品
以
上　

中
品
以
上
と
書
出
し
た
る
は
、
俳
諧
の
中
品
以
下
を
た
の
し
め
と
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く
み
て
、
一
日
の
内
に
も
得
と
く
す
る
処
、
則
十
年
の
功
の
人
な
り
。

○
其
場
に
俳
諧　
「
手
前
の
は
い
か
い
の
得
た
る
や
、
得
ざ
る
や
」
と
、
先
生
方

の
句
と
我
句
と
自
己
に
合
せ
見
て
、
考
て
俳
諧
の
平
生
に
も
ど
る
所
な
り
。

○
峠
の
松　

峠
か
ら
跡
へ
戻
れ
ば
、
松
風
の
涼
し
く
、
野
山
の
風
姿
よ
り
大
工
の

宵
寐
ま
で
気
を
つ
け
よ
。
耳
に
聞
く
所
は
少
し
も
な
い
、
只
眼
前
の
実
景
な

り
。
○
峠
か
ら
帰
ら
ぬ
を
愚
人
と
い
ゝ
、
帰
る
を
聖
人
と
い
ふ
。
禅
法
な
ど

に
「
帰
家
穏
坐
」
も
此
事
也
。
戻
る
も
い
や
、
漂
ふ
も
い
や
に
て
脇
に
退
い

て
寄
言
、
惓
語
を
拵
て
ゐ
る
を
媚
人
と
て
、
我
家
に
て
は
甚
嫌
也
。
故
に
我

家
に
は
、「
曲
節
地
」
三
段
に
三
人
を
わ
け
て
立
」 ウ
た
り
。
然
る
に
、
此
座

に
並
居
る
衆
中
も
予
も
人
も
、
大
か
た
に
峠
に
漂
ふ
も
の
也
。
何
と
ぞ
申
合

せ
て
そ
ろ
〳
〵
下
り
度
も
の
也
。
言
語
の

、戻
り
様
、『
為
弁
』
に
出
た
り
。

　
　
　
　

寺
ま
い
り
か
と
関
も
と
が
め
ず

　
　
　
　
　
口
伝
曰
、
趣
向
は
先
に
案
ず
べ
し
。
句
作
の
言
語
は
跡
に
案
べ
し
。

　
　

此
「
関
も
咎
め
ず
」
と
い
へ
る
に
、
眼
が
つ
ゐ
て
其
先
〳
〵
と
案
じ
、
い
づ

れ
太
平
の
時
な
れ
ば
と
鎌
倉
を
案
じ
、
秀
衡
が
館
を
お
も
ひ
、
先
へ
〳
〵
と

行
也
。
然
と
き
は
「
と
が
め
ず
」
と
い
へ
る
前
句
の
理
に
呑
れ
て
覆
は
れ
る

故
に
、
附
句
が
死
る
な
り
。
ど
う
し
て
お
ゝ
わ
れ
る
ぞ
な
れ
ば
、
跡
を
返
り

み
ぬ
故
に
、
覆
は
れ
る
な
り
。

　
　

同
じ
事
な
が
ら
、

　
　
　
　

中
間
に
巴
が
母
を
送
ら
せ
て
」 ��

　
　

「
関
も
咎
め
ず
」
と
、
泰
平
の
世
の
関
を
爰
に
て
は
乱
世
に
し
て
附
た
る
故

に
、
一
句
の
情
が
起
る
故
に
、
此
句
は
活
て
来
る
。
前
句
の
一
句
に
太
平
の

情
を
、
又
太
平
の
鎌
倉
に
て
付
れ
ば
、
行
過
る
也
。
乱
世
に
か
へ
り
て
す
る

時
は
、死
活
の
体
明
ら
か
な
り
。
し
か
し「
巴
が
母
を
送
ら
せ
て
」、是
は「
曲
」

の
附
合
也
。
常
に
は
せ
ぬ
事
也
。「
平
生
地
」
に
あ
ら
ず
。
打
越
が
そ
の
外

む
つ
か
し
き
所
に
て
す
る
也
。
又
、「
平
生
地
」

　
　
　
　

朝
の
間
は
柴
附
馬
に
こ
み
合
ふ
て

　
　
　
口
伝
曰
、「
柴
附
馬
」、
趣
向
の
姿
也
。「
こ
み
合
ふ
て
」
と
い
へ
る
が
関
脇
の
言
便
、
句
作

の
情
な
り
。　
　

是
十
年
の
修
行
地
に
戻
り
た
る
所
也
。
平
常
学
ん
で
遊
ぶ
べ

き
処
は
、
此
場
に
居
る
也
。
仕
安
き
処
に
て
仕
に
く
き
也
。
畢
竟
、
此
場
は

人
の
知
ら
ぬ
事
、
我
心
に
尋
て
、」 ウ
「
峠
に
居
る
か
、
下
る
か
」
と
心
に
て

尋
て
み
て
、
よ
く
其
は
ゐ
か
い
に
梺
に
も
ど
る
な
り
。

　
　
　
　
　

五為弁
寸
の
胸
に
世
か
い
一
の
み　
　

露
尾
張

川

　
　
　
　

夷
ら
に
か
つ
け
も
ま
ぜ
て
高
鼾

　
　

前
句
の
奇
言
に
驚
て
付
る
故
に
、
其
情
に
落
入
故
に
、
前
句
の
噂
に
も
ど
つ

て
「
五
寸
の
胸
」
ゆ
へ
に
附
句
が
こ
な
さ
る
ゝ
也
。
我
家
に
て
は
附
句
に
て

前
句
を
こ
な
す
な
り
。

　
　
　
　

損
し
て
も
飛
商
ひ
に
こ
り
ぬ
や
ら

　
　

か
様
に
附
る
時
は
、
前
句
を
こ
な
す
な
り
。
此
句
に
限
ら
ず
「
青
々
と
敷
畳

何
々
」
と
い
へ
ば
、
最
早
上
ミ
下
着
つ
ゝ
魏
と
し
た
る
と
附
也
。
是
其
前
句

に
呑
る
ゝ
が
ゆ
へ
也
。
是
を
「
糞
替
が
何
々
」
と
な
ど
ゝ
と
附
る
時
は
、
前

句
を
こ
な
す
也
。
併
此
返
り
極
」 ��
ま
り
は
せ
ぬ
也
。
前
句
の
道
理
を
う
け
て

す
る
事
も
あ
れ
共
、
畢
竟
眼
を
も
つ
て
句
作
を
せ
よ
と
也
。
よ
く
〳
〵
考
て

み
よ
。

　
　
　
　

夷
等
に
脚
気
も
ま
ぜ
て
高
鼾

　
　

是
は
能
々
案
ず
れ
ば
耳
に
き
く
情
也
。
噂
な
り
。

　
　
　
　

損
し
て
も
飛
商
ひ
に
こ
り
ぬ
や
ら

　
　

こ
れ
は
眼
前
也
。
姿
也
。
併
前
句
を
こ
な
す
〳
〵
と
心
得
て
は
、
有
心
体
に
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○
か
ゝ
る
ゑ
せ
言　

五
倫
の
道
に
随
ふ
べ
き
に
、「
曲
節
」
斗
の
ゑ
せ
言
の
み
い
ゝ

た
ら
ん
に
、
俳
諧
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
今
日
の
放
埒
人
と
い
わ
る
べ
し
と

な
り
。

　

伝
曰
」 ��

　
　

此
段
は
、
俳
諧
定
り
た
る
花
の
本
家
も
な
く
、
お
の
が
様
々
に
好
む
人
の
行

過
る
事
を
欲
た
る
段
也
。

○
道
の
虚
実　

虚
実
に
拘
は
ら
ざ
る
所
は
、平
生
心
に
し
て
是
「
地
」
な
り
。『
論

語
』
の
教
の
穏
か
な
る
処
を
い
ふ
。
○
是
は
「
虚
に
居
て
実
を
行
ふ
」
と
構

え
て
居
る
に
非
ず
。
虚
実
に
か
ゝ
は
ら
ず
居
て
、
時
に
応
じ
て
行
ふ
也
。

○
一
節
の
ち
か
ら
を
添
た
る　
『
論
語
』
の
穏
か
な
る
さ
へ
、
五
七
章
の
節
を
添

え
た
り
。
平
生
心
に
虚
実
の
一
節
を
そ
へ
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

ク
ハ
ヘ
タ
リ

○
双
関
の
文
法　
　

口
伝
別
記
。

修
行
地
」 ウ

○
曠
野
駒　

行
過
る
所
を
た
と
へ
て
い
へ
り
。

○
こ
な
ぎ

○
和
漢
の
人
情　

若
き
人
々
の
行
ふ
方
を
書
け
り
。

○
発
句
の
切
字　

口
伝
別
記
。

○
『
史
記
』
の
俳
諧　

正
風
蕉
門
の
は
い
か
い
に
は
あ
ら
で
。

○
差
合
は
か
く
の
如
し　

さ
し
合
と
は
、
て
に
を
は
の
意
味
な
り
。

○
去
き
ら
ひ
は　

造
物
の
忌
也
。

○
其
故
を
学　

是
を
他
流
に
き
ゝ
違
へ
て
、
正
門
に
い
へ
る
「
そ
の
故
」
と
い
ふ

は
、
発
句
は
ど
う
し
た
故
、
第
三
の
て
留
メ
は
何
が
」 ��
故
と
心
得
る
が
、「
其

故
」
を
学
べ
と
い
へ
る
事
な
り
と
お
し
へ
て
、「
秘
伝
な
り
」
と
て
銀
を
と

る
也
。
大
き
な
る
違
な
り
。
此
方
の
「
そ
の
故
」
は
、『
十
論
』
の
心
を
い
ふ
。

五
倫
の
立
や
う
に
て
も
、
始
終
を
心
得
、
喜
怒
哀
楽
の
起
る
に
も
、
是
は
何

ゆ
へ
起
つ
た
と
顧
る
。
畢
竟
我
身
を
か
へ
り
み
る
処
、
顧
は
理
で
行
ふ
処
、

処
は
事
な
り
。「
此
故
」
と
い
へ
る
は
、「
理
」
の
字
に
当
る
『
十
論
』
壱
部

の
大
事
也
。
其
師
に
尋
る
と
も
、
師
も
心
の
ご
と
く
は
い
は
れ
ぬ
。
弁
に
尽

さ
れ
ぬ
也
。
爰
を
能
知
て
、
心
に
思
ふ
て
尋
た
詞
を
心
に
う
け
て
、
理
を
考

て
見
て
行
ふ
と
き
は
、
我
も
の
に
な
る
也
。

○
常
の
夜
噺
し　

常
の
夜
咄
し
は
「
地
」
也
。
是
は
平
常
の
挨
拶
な
り
。「
曲
節
」

は
段
々
替
つ
た
咄
し
と
も
す
る
也
。
他
流
の
句
は
、平
生
の
言
語
に
あ
ら
で
、

夜
咄
し
の
夜
言
な
り
。」 ウ

○
二
十
年
工
夫　

如
此
な
ら
ば
、
廿
年
工
夫
の
は
い
か
ゐ
を
飛
越
え
て
、
上
手
に

な
ら
ん
こ
と
也
。

○
老
俳　

此
内
に
は
、
俳
諧
を
学
び
出
る
処
の
老
若
の
に
ほ
ひ
も
有
べ
き
と
也
。

併
、
先
づ
書
面
は
人
の
老
若
な
り
。

○
ど
ち
ら
も
下
手
は
下
手
な
り　

他
門
の
俳
を
い
へ
り
。
老
は
峰
に
居
て
媚
て
居

り
、
若
は
麓
に
居
て
訳
し
ら
ぬ
も
の
也
。
し
か
し
道
を
進
む
る
者
は
嶺
に
居

る
。
老
俳
は
随
分
打
崩
し
、
麓
の
若
俳
は
随
分
そ
だ
て
ゝ
能
所
斗
を
引
抜
て

す
ゝ
め
〳
〵
す
る
が
、
勧
善
懲
悪
な
り
。
老
俳
の
媚
た
る
処
を
憎
み
、
若
俳

の
得
た
る
所
を
褒
そ
だ
つ
る
が
よ
し
。

○
十
年
の
功　

十
露
盤
の
一　

二　

十
年
の
功
に
も
あ
ら
ず
。「
学
て
」
と
は
、

正
風
の
手
筋
を
能
名
師
に
学
て
、
ま
た
覚
」 ��
へ
ず
と
も
、
其
正
風
を
能
心
に
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面
白
く
言
な
し
給
へ
ど
、
句
作
工
に
入
候
也
。
夫
故
は
じ
め
は
お
も
し
ろ
け

れ
ど
も
、
次
第
に
さ
め
候
」
と
て
、
其
向
ふ
の
信
切
に
束
帯
し
て
道
を
貴
み

給
ふ
所
を
感
じ
て
、
泪
を
流
し
給
ふ
と
ぞ
。
俳
も
又
斯
の
如
く
。
と
か
く
工

み
に
工
の
重
ら
ぬ
所
を
能
々
可
心
懸
と
な
り
。

○
擬　
　

誘　
　
　
　
　

弾　
　
　

陶

　
時
宜　
　

引
い
ざ
な
い
て  　
　

し
か
る
事  　

よ
く
そ
の
理
を
わ
く
る
事

　
　
　
　
わ
く
る
所　

　
　

畢
竟
、「
虚
実
の
虚
実
」
の
拵
様
に
行
る
ゝ
也
。
元
よ
り
曲
節
地
の
次
第
に

も
可
味
。

○
節
の
な
か
ら
ん
も　

い
つ
も
翁
の
教
給
ふ
は
、
只
「
地
」
斗
に
て
「
曲
」
は
い

は
ぬ
も
の
と
心
得
、
ぬ
ら
〳
〵
と
し
て
何
事
も
な
き
句
を
」 �
作
る
も
の
も
有

ゆ
へ
に
、
是
を
い
ま
し
め
て
。

○
風
言　

口
伝
別
記
。

○
節
は
家
　々

家
々
の
風
体
な
り
。

○
雅
俗　

俗
談
平
話
の
う
ち
に「
雅
」と「
俗
」と
が
有
也
。「
肥
て
暑
し
」は「
俗
」、

「
痩
て
涼
し
」
は
「
雅
」
也
。
○
「
曲
節
」
弁
じ
て
曰
、
平
生
「
曲
節
」
斗
に

居
る
時
は
、晴
が
ま
し
き
時
も
同
じ
事
を
い
ふ
よ
り
外
な
し
。
た
と
へ
ば
人
、

常
に
破
れ
た
る
衣
装
を
着
て
も
、
正
月
節
句
の
節
々
に
は
新
ら
し
く
洗
ひ
衣

に
て
も
着
る
が
常
の
礼
也
。
夫
を
常
に
有
所
の
物
を
着
崩
し
て
は
衣
晴
な
ん

ぞ
あ
ら
ん
や
。
他
流
の
は
い
か
ゐ
は
如
此
「
曲
節
」
の
内
よ
り
正
月
も
う
た

へ
ば
、
節
句
も
勤
る
故
に
、
常
の
時
も
晴
の
時
も
同
じ
事
也
。
い
は
ゞ
竹
の

ふ
し
の
梢
よ
り
根
ま
で
節
ば
か
り
に
て
、
よ
の
無
き
が
如
く
な
ら
ん
。」 ウ
我

家
の
俳
か
い
は
、
常
は
有
の
儘
の
衣
を
着
て
、
平
生
の
「
地
」
に
遊
び
、
す

は
（
マ
マ
）正
月
節
句
と
い
へ
ば
た
し
な
み
の
晴
衣
の
「
曲
節
」
を
着
る
故
に
、
珍

ら
し
く
聞
え
て
「
曲
節
」
が
分
る
也
。
故
に
詞
の
古
き
を
い
と
は
ず
、
一
字

の
転
倒
に
て
其
中
か
ら
「
曲
」
と
「
節
」
と
が
顕
は
る
ゝ
也
。
此
故
に
「
地
」

に
居
て
「
曲
節
」
を
つ
か
ふ
也
。
他
流
は
一
句
を
残
ら
ず
「
曲
節
」
と
い
ふ

ゆ
へ
に
、
か
れ
に
つ
か
は
る
ゝ
也
。
○
た
と
へ
ば
喜
怒
哀
楽
の
起
る
と
き
、

平
生
心
が
有
故
に
世
の
な
ら
は
し
と
思
ふ
故
に
、
喜
怒
哀
楽
の
起
れ〈
ハ
リ
ガ
ミ
〉

ど
も
、

心
の
自
在
を
も
つ
て
仕
ふ
也
。
他
流
は
平
生
心
が
な
き
故
に
、
喜
怒
哀
楽
が

お
こ
れ
ば
是
に
引
ま
は
さ
れ
て
使
は
る
ゝ
也
。
是
他
流
の
俳
諧
の
ご
と
し
。

○
さ
ま
〳
〵
の
撰
集　

撰
集
の
晴
の
場
に
て
世
間
の
」 �0
人
に
対
す
れ
ば
、
随
分

「
曲
節
」
を
尽
す
也
。
平
生
「
地
」
を
い
ふ
は
撰
集
に
「
曲
節
」
を
い
は
ん

為
也
。
夫
を
ひ
ろ
い
集
め
て
す
る
ゆ
へ
に
行
過
る
也
。
行
過
た
末
は
他
流
に

な
る
也
。『
為
弁
』
に
撰
集
の
事
に
付
て
難
陳
有
。

○
和
説　

○
馬
に
心
経　

畢
竟
不
得
心
の
俳
諧
と
い
ふ
事
。

○
六
芸
の
「
節
」
あ
ら
ん
も
夫
を
癖　

六
芸
、
是
は
撰
集
な
ど
也
。
其
お
も
し
ろ

き
所
は
癖
な
り
。
そ
の
癖
を
学
ば
ゝ
、
癖
に
な
る
な
り
。
○
我
は
見
へ
ず
、

人
が
み
る
も
の
也
。
癖
に
善
悪
あ
り
。
常
の
詞
に
も
能
き
癖
、
悪
ひ
く
せ
と

い
へ
り
。
俳
諧
に
も
あ
る
也
。
我
癖
を
知
ら
ん
と
思
は
ゞ
、
人
の
誉
る
所
を

み
る
べ
し
。
た
と
へ
ば
句
を
作
る
に
「
面
白
」
と
ほ
め
る
は
常
の
詞
な
り
。

夫
を
「
何
の
故
に
お
も
し
ろ
い
」
と
」 ウ
い
ふ
と
こ
ろ
也
。
誉
る
所
、
そ
し
る

所
、
癖
と
い
ふ
也
。
是
秘
伝
也
。

○
節
供
正
月　

平
生
に
居
て
四
季
の
節
々
に
顕
は
る
ゝ
、是
「
地
」
よ
り
出
る
「
曲

節
」
な
り
。

○
高
低　
「
地
」
と
い
ふ
物
に
も
高
低
あ
り
。
是
を
知
つ
て
自
在
に
す
る
な
り
。

俳
諧
に
て
は
雅
俗
の
高
低
あ
り
。
○
我
家
の
俳
か
い
は
、
口
に
い
ふ
事
も
行

ふ
こ
と
も
な
す
事
も
、
皆
平
生
に
か
な
ふ
や
う
に
作
る
也
。
言
行
ひ
と
し
き

な
り
。
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俳
諧
地

是
は
我
家
の
一
大
事
也
。

○
曲
節
地　

三
体
と
も
に
趣
向
に
は
な
く
、
句
作
に
あ
る
な
り
。
此
地
を
よ
く
調

は
ざ
る
と
き
は
、「
曲
節
」
不
可
然
、「
曲
節
」
は
撰
集
な
ど
の
節
場
に
よ
つ

て
出
す
べ
き
也
。
月
次
、或
は
座
俳
諧
と
も
に
は
専
ら
此
地
に
然
る
べ
き
也
。

百
首
の
歌
の
読
方
に
も
曲
を
よ
む
歌
は
十
二
、三
首
に
て
、
余
は
皆
地
を
よ

む
。
地
は
人
間
の
平
常
な
り
。
伊
勢
が
連
が
集
、
出
代
り
の
句
、『
為
弁
』

に
委
し
。
眼
前
の
実
景
を
宗
と
す
。
是
我
家
の
教
方
な
り
。

　
　
　
　
　

椿
の
色
を
奪
ふ
は
り
も
の

　
　
　
地

出
代
り
の
炉
地
へ
木
履
を
し
か
ら
れ
て

　
　
「
奪
」
と
い
ふ
に
「
呵
ら
れ
て
」
と
い
ふ
が
言
便
な
り
。
歌
に
い
へ
る
余
情

な
り
。」 �
又
句
作
り
の
響
と
も
、
に
ほ
ひ
と
も
い
ふ
。
し
か
し
匂
ひ
と
い
ふ

は
小
に
し
て
、
響
は
ふ
と
し
。
響
の
証
句

　
　
　
　
　

在
所
の
親
が
又
は
き
に
く
る

　
　
　
　

此
頃
は
昼
か
ら
〳
〵
花
ぐ
も
り

　
　

是
は
は
き
に
来
た
婆
々
等
が
口
上
也
。
ひ
ゞ
き
は
ず
つ
と
延
び
て
一
句
に
行

わ
た
る
な
り
。
地
は
人
間
の
平
生
な
り
。
稽
古
は
此
地
の
事
也
。
是
が
調
は

ね
ば
俳
か
い
に
な
ら
ず
。
見
よ
や
、「
木
履
」
は
前
句
の
外
の
姿
に
し
て
、「
呵

ら
れ
て
」
等
作
れ
る
所
、
彼
会
釈
の
附
合
な
り
。

　
　
　
　
　

椿
の
色
を
奪
ふ
は
り
も
の

　
　
　
節

出
が
は
り
も
こ
ち
の
家
に
は
伊
達
過
て

　
　

「
椿
の
色
」
に
「
伊
達
」
と
語
証
せ
る
処
、
是
「
節
」
也
。「
過
て
」
と

い
」 ウ
へ
る
は
、
例
の
言
便
の
句
作
也
。
に
お
い
な
り
。
い
は
ゞ
有
心
の
附
合

と
も
い
わ
ん
か
。

　
　
　
　

出
代
り
は
百
人
一
首
を
も
知
て
居
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ヤ
ク
ニ
イ
シ
ユ
と
よ
む
べ
し

　
　
「
椿
」
に
歌
書
の
体
よ
り
お
も
ひ
よ
ら
ざ
る
百
人
一
首
を
出
代
の
知
れ
る
処
、

是
「
曲
」
也
。「
知
て
居
て
」
と
い
ふ
処
に
、『
論
語
』
の
「
奪
朱
」
と
い
へ

る
詞
を
ふ
く
め
て
、
い
わ
ゝ
面
影
の
付
合
な
る
べ
し
。

○
「
節
」
と
「
曲
」　

別
に
口
伝
有
。
発
句
も
ま
た
〳
〵
響
・
馨
は
同
じ
事
也
。

是
は

　
　
　
　

草
い
ろ
〳
〵
お
の
〳
〵
花
の
手
柄
か
な　

口
伝
な
り
。

　

公為弁任ニ

卿
評　

西
行
談
笑
曰
歌
書
の
秘
書
也
、
大
弐
高
遠
は
公
任
卿
の
弟
子
な
り
。
卿

の
病
気
の
時
尋
給
ふ
。
公
家
衆
と
て
も
病
気
見
舞
は
内
証
よ
り
常
の
ま
ゝ
に

て
見
舞
ふ
所
に
、
高
遠
は
束
帯
し
て
尋
給
ふ
故
に
、
内
外
の
も
の
も
不
審

に
」 �
お
も
ひ
け
る
。
座
敷
に
通
り
給
へ
ば
、
公
任
卿
も
助
ら
れ
て
起
上
り
給

ふ
て
挨
拶
あ
り
け
る
と
き
に
、
高
遠
申
さ
れ
け
る
は

　
　
　
　

逢
坂
の
関
の
清
水
に
影
見
え
て
い
ま
や
牽
ら
ん
望
月
の
駒　
　
　

貫
之

　
　
　
　

逢
さ
か
の
関
の
岩
角
ふ
み
な
ら
し
山
立
い
づ
る
霧
は
ら
の
駒　
　

高
遠

　
　

二
首
な
ら
べ
て
窺
は
れ
け
る
は
、
拙
者
の
句
は
初
は
こ
と
の
外
面
白
き
や
う

に
覚
え
候
得
ど
も
、
後
ほ
ど
面
白
か
ら
ず
覚
え
候
。
貫
之
の
う
た
は
さ
ま
で

も
覚
え
候
は
ぬ
が
、
吟
ず
る
程
次
第
に
お
も
し
ろ
く
覚
え
申
候
。
い
か
ゞ
し

た
る
事
に
て
候
は
ん
や
と
也
。
公
任
卿
聞
給
ひ
て
、
殊
の
外
感
心
し
て
答
給

ふ
は
、「
貫
之
の
歌
は
さ
ら
〳
〵
と
自
然
と
読
出
し
て
句
作
の
工
み
な
く
、

読
叶
え
給
ふ
也
。
其
中
に
「
月
」
と
言
」 ウ
は
ず
し
て
「
影
」
と
い
ふ
所
に
て

し
ぜ
ん
と
月
の
顕
は
れ
た
る
処
も
、
自
分
に
工
ま
ず
し
て
作
り
た
る
所
ゆ
へ

に
吟
ず
る
程
、感
が
ま
し
候
也
。
御
身
の
歌
は
「
山
立
出
る
霧
原
」
と
随
申
、
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耳
に
て
は
は
つ
き
り
と
な
き
也
。
日
野
中
納
言
資
朝
卿
、
東
寺
の
門
に
雨
舎

り
せ
ら
れ
た
り
け
る
に
、
か
た
わ
も
の
共
の
集
り
居
た
る
が
、
手
も
足
も
ね

ぢ
ゆ
が
み
、
う
ち
か
へ
り
て
い
づ
く
も
不
具
に
こ
と
や
う
な
る
を
見
て
、
と

り
〳
〵
に
た
ぐ
ひ
な
き
曲
も
の
な
り
、
花
と
す
る
に
足
れ
り
と
思
ひ
て
ま
も

り
給
ひ
け
る
程
に
、
頓
て
其
興
尽
て
見
に
く
ゝ
い
ぶ
せ
く
覚
え
け
れ
ば
、
唯

淳
に
珍
ら
し
か
ら
ぬ
物
に
は
し
か
ず
と
思
ひ
て
帰
り
て
後
、
此
ほ
ど
植
木
を

好
み
て
こ
と
や
う
に
曲
折
あ
る
を
堀
捨
て
ら
れ
け
る
と
な
り
。」 ウ

　

第
一
心
の
塩
梅
を
離
れ
一
句
の
作
の
塩
梅
に
な
づ
む
な
と
言
へ
る
事
也
。

　
　
　
　
　

椿
の
色
を
奪
ふ
は
り
も
の　
　

と
い
へ
る
脇
に

　
　
　
　

出
代
の
日
に
其
家
の
名
を
附
ケ
て

　
　

一
句
の
姿
の
あ
ん
ば
い
に
か
ゝ
る
故
に
、
前
句
に
背
き
て
わ
ろ
し
。

　
　
　
　

出
が
は
り
の
路
地
へ
木
履
を
呵
ら
れ
て

　
　

是
、
前
句
の
内
の
情
を
結
び
た
る
句
作
也
。
畢
竟
、
趣
向
の
姿
に
迷
は
ざ
れ

と
也
。
姿
を
お
ほ
く
い
ふ
時
は
、
情
は
こ
も
る
な
り
。「
あ
ら
寒
し
」「
唯
寒

し
」
と
斗
は
情
な
け
れ
ど
も
、「
あ
ら
」
と
い
ふ
た
処
が
則
両
袖
を
巻
た
る

姿
が
顕
は
る
ゝ
也
。
姿
は
象
物
斗
に
も
あ
ら
ず
。
言
語
に
も
如
此
。『
為
弁
』

に
二
句
の
姿
の
証
句
、
伊
勢
一
夜
庵
に
て
の
行
灯
の
句
く
は
し
く
有
、
可
考

也
。」 �
先
師
常
に
曰
、「
句
作
は
前
句
の
内
の
情
を
結
ぶ
。
趣
向
は
前
句
の
外

の
姿
を
あ
ん
じ
」。

○
一
字
一
点
よ
り
付
合
の
姿

　
　

走　
　

敵
よ
せ
く
る
む
ら
松
の
音

　
　
　
　

有
明
に
な
し
打
烏
帽
子
着
た
り
け
り

　
　

響　
　

夜
明
の
雉
は
山
か
ふ
も
と
か

　
　
　
　

五
む
十
し
何
な
ら
は
し
の
春
の
風

　
　

馨　
　

稲
の
葉
の
び
の
力
な
き
風

　
　
　
　

発
心
の
初
め
に
越
る
鈴
鹿
山
」 ウ

○
詞
を
失
は
ず　
「
こ
と
ば
は
古
き
を
も
つ
て
先
と
し
、
心
は
新
ら
し
き
を
も
つ

て
先
と
す
」
と
『
詠
歌
大
概
』
に
宣
ふ
如
く
、
俳
諧
も
俗
談
平
話
の
常
を
失

は
ざ
る
事
な
り
。

○
新
古
は
言
語
の
尽
ざ
る
所　

む
か
し
よ
り
寒
い
は
今
も
寒
し
。
暑
い
は
今
も
暑

し
。
そ
れ
を
寒
し
と
い
ふ
故
に
尽
ざ
る
也
。
詞
を
失
な
は
ざ
る
故
に
尽
ぬ
也
。

詞
と
は
俗
談
平
話
な
り
。
詞
尽
な
ば
な
ん
ぞ
新
古
あ
ら
ん
や
。

　
　
　
　

中
々
に
雲
よ
り
上
は
い
ざ
し
ら
ず　
　
　

　
　
　
　
　

み
ゆ
る
ば
か
り
も
高
き
山
か
な

　
　
　
　

山
々
の
高
根
〳
〵
を
伝
ひ
来
て

　
　
　
　
　

ふ
じ
の
裾
の
に
か
ゝ
る
白
雲

　
　

『
五
論
』
に
曰
、「
始
は
姿
情
の
ま
ゝ
に
い
ゝ
出
し
、
次
は
姿
情
の
」 �
理
を

い
ふ
」。
い
づ
れ
も
高
き
所
を
言
ふ
な
る
べ
し
」。

○
其
言
其
語　

言
語
の
二
つ
を
わ
け
た
り
。
文
の
用
な
り
。

　

伝
曰

○
四
字　

詩
歌
連
俳

○
三
様　

儒
仏
神

　
　

姿
の
形
容
を
見
る
に
は
、
専
ら
『
荘
子
』「
疱
丁
」
の
段
を
み
る
べ
し
。
余

情
の
取
や
う
は
『
論
語
』
の
「
助
字
」
の
含
や
う
を
可
考
也
。
我
家
の
俳
諧

は
上
手
の
医
者
の
薬
を
も
る
が
如
く
、
下
手
は
い
ろ
〳
〵
と
媚
て
む
づ
か
し

く
遠
き
薬
を
も
れ
ど
も
、
上
手
は
近
き
く
す
り
に
て
済
す
な
り
。
返
す
〳
〵

も
我
家
の
俳
諧
は
発
句
も
附
句
も
同
じ
一
字
流
行
也
。」 ウ



二

― �� ―

其
動
ず
る
に
善
悪
あ
り
。
其
善
悪
の
虚
実
を
塩
梅
し
て
つ
け
拵
を
道
理
と

い
ゝ
、
己
を
ま
げ
ず
し
て
背
を
理
屈
と
い
ふ
。
○
情
は
天
地
一
体
か
は
ら
ね

ど
も
、
地
獄
極
楽
六
道
人
天
」 �
姿
に
わ
か
る
。
其
分
る
所
に
新
古
有
。
一
字

の
流
行
に
て
新
ら
し
い
す
が
た
に
し
た
が
へ
ば
、
其
情
新
し
く
な
る
也
。
情

に
随
ふ
時
は
流
行
の
手
尓
遠
波
行
は
れ
が
た
き
に
よ
つ
て
、古
風
に
な
る
也
。

姿
に
し
た
が
へ
ば
新
ら
し
く
、
情
に
し
た
が
へ
ば
古
風
な
り
。

○
連
歌
の
姿　

禅
僧
な
ど
の
観
念
観
相
と
も
い
ふ
べ
し
。

○
俳
諧
の
姿　

酒
の
み
諷
な
ど
す
る
姿
な
り
。

○
草
履
と
木
履　

同
じ
道
具
也
。
し
か
し
路
道
具
が
違
ふ
也
。
聊
の
ち
が
い
也
。

我
家
に
は
姿
を
も
つ
て
先
と
す
る
故
に
、
た
と
へ
詞
は
連
歌
の
こ
と
ば
た
り

と
も
姿
を
先
と
せ
ば
構
は
ず
、
口
先
ば
か
り
に
て
情
の
み
の
句
な
ら
ば
、
譬

一
句
残
ら
ず
俳
の
詞
た
り
と
も
我
家
に
は
と
ら
ず
。
古
風
は
口
先
斗
に
か
ゝ

つ
て
、
情
は
連
歌
を
も
つ
て
行
ふ
故
に
、
少
し
言
葉
美
し
け
れ
ば
、」 ウ
「
俳

が
な
い
」
と
い
ふ
。
も
つ
と
も
な
る
事
な
り
。
他
流
に
は
恋
の
詞
と
立
て
情

の
恋
句
は
な
し
。
詩
は
恋
の
詞
は
閨
・
妾
な
ど
ゝ
い
ふ
事
あ
れ
ど
も
、
夫
も

し
か
と
な
し
。
歌
に
恋
を
専
ら
立
ら
る
ゝ
は
、
恋
は
専
ら
「
実
」
を
い
ふ
物

ゆ
へ
、
そ
の
「
実
」
を
顕
は
し
て
勧
善
懲
悪
の
為
に
し
た
ま
ふ
也
。
連
歌
に

は
恋
の
ほ
句
は
な
し
。
我
家
に
は
恋
の
発
句
も
許
し
給
ふ
也
。
又
歌
仙
一
巻

の
内
に
恋
の
な
し
と
て
も
く
る
し
か
ら
ぬ
な
り
。
又
情
の
恋
と
い
ふ
事
を
立

ら
れ
た
り
。
た
と
へ
ば

　
　
　
　

そ
う
じ
や
ゆ
ら
桃
が
ひ
と
つ
多
か
つ
た

　
　
　
　

物
さ
し
に
狂
ふ
お
と
こ
の
た
ゝ
か
れ
て

　
　

是
、
詞
に
恋
は
な
け
れ
ど
も
恋
に
な
る
な
り
。」 �

　
　

又　

も
み
裏
を
着
る
祖
父
の
養
生

　
　

是
に
て
は
恋
に
な
ら
ぬ
也
。
恋
の
詞
は
あ
れ
ど
も
恋
の
情
な
け
れ
ば
、
歌
仙

の
表
に
も
此
類
の
句
は
許
す
な
り
。
悲
し
い
哉
、
今
余
流
に
は
専
ら
恋
の
句

を
第
一
に
し
て
、
三
十
六
の
内
半
ば
恋
に
て
果
す
。
其
上
、
人
情
等
出
さ
れ

ぬ
詞
を
も
遣
ふ
は
残
念
の
こ
と
也
。
又
、田
舎
辺
の
点
者
の
評
判
を
見
る
に
、

「
俳
う
す
し
」「
俳
な
し
」
な
ど
ゝ
非
書
せ
る
事
、
可
笑
甚
敷
也
。

○
風
情
は
よ
し　
『
論
語
』
曰
、「
温
故
知
新
者
以
可
為
師
」。
趣
向
は
有
の
ま
ゝ

な
る
情
を
尋
て
、
句
作
は
一
字
流
行
を
貴
む
べ
し
。
風
姿
は
さ
ら
に
新
ら
し

き
を
考
ふ
べ
し
。

○
新
古
は
時
の
附
合　

前
句
の
出
来
ぬ
内
に
作
て
は
お
か
ず
、
前
句
の
附
合
に
て

其
附
句
の
変
化
を
知
べ
し
と
也
。」 ウ

○
姿
は
あ
り
て
情
な
し
と
い
わ
ん
も　

姿
情
備
は
る
と
教
れ
ば
、
は
や
情
が
勝
ゆ

へ
に
、
趣
向
は
温
古
証
拠
、

　

他
門
に
は
奇
言
好
ミ
、

　

我
家
に
は
平
話
を
好
ム
。

　
　
　
　

行為弁
に秋
の
道
々
こ
ぼ
す
紅
葉
哉　
　
　

乙
由

　
　

「
こ
ぼ
す
」
と
い
ふ
句
作
に
て
「
行
く
」
と
い
ふ
所
に
姿
を
つ
け
た
り
。
他

流
に
て
は
「
行
秋
の
道
々
」、
夫
は
い
ゝ
尽
し
た
り
。
古
し
と
言
は
ん
。
我

家
に
て
は
た
つ
た
一
字
の
流
行
に
て
、是
ら
の
所
能
々
可
考
。
此
「
こ
ぼ
す
」

と
い
ふ
三
字
の

に
て
一
句
の
姿
の
調
ふ
処
を
可
考
と
也
。
連
歌
に
も
姿
を

と
る
証
は
『
為
弁
』
に
有
。『
白
馬
文
章
訓
』
に
曰
、「
眼
を
も
て
前
句
の
姿

を
見
て
句
作
べ
し
。
耳
を
以
て
前
句
の
情
を
案
ず
べ
か
ら
ず
。
耳
を
」 �
以
て

案
ず
れ
ば
、
是
か
夫
か
と
色
々
に
工
夫
す
る
ゆ
へ
に
聞
え
ぬ
こ
と
も
案
じ
出

す
な
り
。
眼
に
み
る
と
き
は
、
其
見
た
侭
に
言
ふ
故
に
我
も
人
も
が
て
ん
が

行
也
。
た
と
へ
ば
「
鼻
」
と
「
花
」
と
の
如
く
、眼
に
て
は
よ
く
知
れ
ど
も
、
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美
濃
派
道
統
系
の

　
『
俳
諧
十
論
』
講
義
録―

『
俳
諧
十
論
弁
秘
抄
』（
下
）

中

森

康

之

永

田

英

理

（
白
百
合
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
）

　
『
俳
諧
十
論
弁
秘
抄　

坤
』

　
　

俳
諧
十
論
の
弁
二

　
　

姿
情
論

○
言
語
姿　

○
○
風
雅
事　

口
伝
別
記

○
風
言
雅
語　
「
風
」と
は
よ
そ
へ
事
に
し
て
、物
に
よ
そ
へ
て
形
を
顕
は
す
。「
雅
」

は
真
ツ
直
に
そ
の
形
を
い
ふ
。「
風
言
」
は
よ
く
よ
そ
へ
て
「
夫
ぞ
」
と
い

は
せ
た
る
も
の
、
た
と
へ
ば
大
蛇
の
目
を
「
風
」
で
い
ふ
時
は
、「
百
練
の

鏡
に
血
を
そ
ゝ
ぎ
た
る
が
如
き
」
と
い
ふ
、
是
「
風
」
也
。「
雅
」
で
い
ふ

と
き
は
、「
只
す
ま
じ
い
眼
」
と
い
ふ
事
也
。

○
占
文　

う
ら
な
ひ
書
也
。

○
君
臣
父
子　

上
天
子
よ
り
下
人
非
人
に
至
ま
で
も
、
情
に
替
る
事
」 �
は
な
い
。

然
れ
ど
も
、
其
貧
福
に
よ
り
高
下
に
て
姿
を
も
ち
、
君
臣
・
父
子
と
わ
か
る
、

然
れ
ば
情
は
姿
に
し
た
が
ふ
も
の
也
。

○
儒
書
工
面　

方
便
也
。
孔
子
の
大
虚
も
門
人
の
小
実
よ
り
狭
く
な
る
也
。
仏
の

十
大
弟
子
の
寛
活
よ
り
仏
の
大
虚
は
広
ま
る
な
り
。『
日
本
記
』
等
は
猶
以

て
姿
の
た
と
へ
斗
に
て
書
け
り
。
鳥
の
卵
と
い
ゝ
出
す
、
則
姿
也
。
又
筆
と

つ
て
向
ふ
、
筆
を
立
て
、
紙
に
う
つ
る
、
則
何
の
字
と
見
ゆ
る
也
。
書
ず
し

て
筆
を
持
つ
斗
に
て
は
何
の
字
と
は
知
れ
が
た
し
。
爰
を
以
、
姿
の
先
な
る

を
知
べ
し
。

○
文
章
の
姿　

清
少
納
言
「
あ
れ
に
ぼ
う
た
ん
の
花
咲
て
」
と
、「
ぼ
う
た
ん
」

の
余
音
に
て
花
を
称
し
た
る
。詠
入
た
る
す
が
た
を
い
へ
る
所
を
見
る
べ
し
。

○
古
池
の
蛙　

お
も
て
に
淋
し
と
は
い
わ
ね
ど
も
、
言
外
に
風
情
」 ウ
を
こ
め
た
る

処
み
る
べ
し
。
詩
歌
も
此
姿
を
表
と
す
る
な
り
。「
た
と
へ
情
を
先
に
す
る

と
も
、
姿
を
破
る
事
な
か
れ
」
と
定
家
の
卿
の
お
し
へ
也
。

　
　
　

道
の
べ
に
清
水
流
る
ゝ
柳
か
げ
し
ば
し
と
て
こ
そ
立
ど
ま
り
け
り

西
行

　
　
　

田
一
枚
う
へ
て
立
さ
る
柳
か
な 

翁

姿為弁　
　

一
句
の
姿　

二
句
の
姿　

三
句
の
姿  

口
伝
別
記

○
古
今
一
情　

人
間
の
七
情
は
元
来
な
け
れ
ど
も
、
物
に
動
て
出
る
も
の
な
り
。


